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一八七九（明治十一一）年三月、琉球藩が廃止され、沖縄県が設置された。一般にこれを琉球処分と
（１）
（２）
呼
ぶ
。
本
稿
で
は
、
琉
球
処
分
直
後
に
ヤ
マ
ト
・
メ
デ
ィ
ア
が
何
を
報
道
し
て
い
た
の
か
を
見
て
い
き
、
そ
こ
か
ら
当
時
の
琉
球
・
沖
縄
観
を
明
ら
か
に
し
、
ま
た
そ
の
琉
球
・
沖
縄
観
が
ヤ
マ
ト
・
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
読
者
た
ち
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
、
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
琉
球
処
分
を
め
ぐ
る
ヤ
マ
ト
・
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
に
つ
い
て
論
じ
た
研
究
は
い
く
つ
か
存
在
す
る
。
そ
の
中
で
も
先
駆
的
な
研
究
は
岡
義
武
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
岡
の
研
究
は
当
時
の
外
交
問
題
全
体
に
関
す
る
新
聞
報
道
に
つ
い
（３）
て
研
究
し
て
い
る
た
め
、
琉
球
処
分
に
つ
い
て
は
概
観
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
は
じ
め
に
琉
球
処
分
を
め
ぐ
る
ヤ
マ
ト
・
メ
デ
ィ
ア
の
琉
球
論
草
野
泰
宏
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琉
球
処
分
期
の
新
聞
報
道
に
関
す
る
代
表
的
な
研
究
と
し
て
は
比
屋
根
照
夫
の
研
究
が
挙
げ
ら
れ
る
。
比
屋
根
は
自
由
民
権
期
の
諸
新
聞
に
お
け
る
沖
縄
論
を
検
討
し
て
い
る
。
し
か
し
、
比
屋
根
の
研
究
は
、
自
由
民
権
期
に
い
か
に
沖
縄
に
関
す
る
「
民
権
」
が
語
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
か
、
と
い
う
思
想
的
限
界
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
主
目
的
と
し
（４）
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
三
谷
博
は
琉
球
問
題
を
め
ぐ
る
ヤ
マ
ト
・
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
を
分
析
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
琉
球
問
題
を
通
し
て
日
本
の
ア
ジ
ア
観
、
特
に
ア
ジ
ア
主
義
が
ど
の
よ
う
に
変
化
・
形
成
し
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
中
心
的
に
論
じ
て
お
り
、
ヤ
マ
ト
・
メ
デ
ィ
ア
が
ど
の
よ
う
な
琉
球
・
沖
縄
観
を
形
成
し
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
（５）
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
塩
出
浩
之
は
琉
球
処
分
期
の
ヤ
マ
ト
・
メ
デ
ィ
ア
の
記
事
を
分
析
し
、
琉
球
処
分
を
め
ぐ
る
各
紙
の
論
調
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
日
中
双
方
で
発
行
さ
れ
て
い
た
新
聞
を
参
照
す
る
こ
と
で
、
日
中
両
国
で
琉
球
を
め
ぐ
っ
て
ど
の
よ
う
な
対
立
点
・
一
致
点
が
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
日
中
の
相
互
イ
メ
ー
ジ
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
し
か
し
、
塩
出
は
琉
球
内
部
に
関
す
る
議
論
に
つ
い
て
は
全
く
触
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
ヤ
マ
ト
・
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
琉
球
・
沖
縄
観
が
形
成
さ
れ
た
の
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
（６）
は論じられていない。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
琉
球
処
分
に
関
す
る
ヤ
マ
ト
・
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
を
見
て
い
き
、
そ
こ
か
ら
ど
の
よ
う
な
琉
球
・
沖
縄
観
が
形
成
さ
れ
た
（
あ
る
い
は
さ
れ
よ
う
と
し
た
）
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
そ
し
て
ヤ
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マ
ト
・
メ
デ
ィ
ア
の
琉
球
・
沖
縄
観
が
報
道
を
通
し
て
、
ヤ
マ
ト
・
メ
デ
ィ
ア
の
読
者
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
特
に
、
記
事
に
関
し
て
は
、
外
交
問
題
だ
け
で
は
な
く
、
琉
球
内
部
に
関
す
る
記
事
も
含
め
て議論していくことにする。
（７）
次に扱う時期についてである。当時、琉球にはまだ電信が通っていなかった。したがって琉球内の
情
報
が
中
央
、
特
に
新
聞
社
の
本
社
が
多
く
あ
る
東
京
に
ま
で
到
達
す
る
の
に
は
相
当
の
時
間
を
要
し
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。
特
に
琉
球
内
に
関
す
る
報
道
は
五
月
以
降
に
多
く
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
は
、
琉
球
内
に
関
す
る
報
道
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
一
八
七
九
年
五
月
以
降
の
記
事
を
扱
う
こ
と
に
す
る
。
お
お
次に扱う新聞だが、当時発行されたヤマト・メディアのうち、代表的な大新聞（、王に政治・経済を
｝）
扱
う
新
聞
。
一
方
、
芸
能
な
ど
を
中
心
に
扱
う
新
聞
は
「
小
新
聞
」
と
呼
ば
れ
る
）
で
あ
る
『
東
京
日
日
新
聞
』
（
以
下『東京日日』と略す）、「郵便報知新聞』（以下『郵便報知」と略す）、『東京曙新聞」（以下「東京
曙』と略す）を扱う。特に中心となるのは「東京日日』と『郵便報知』である。（８）
本
論
に
入
る
前
に
、
以
下
に
本
稿
で
扱
う
新
聞
各
紙
に
つ
い
て
、
簡
単
に
見
て
お
こ
う
。
「東京日日新聞』
一八七二（明治五年）年二月創刊。一八七四年に福地源一郎（桜痴）が入社したことにより紙勢を
拡
大
さ
せ
る
。
い
わ
ゆ
る
政
府
の
「
御
用
新
聞
」
と
し
て
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
福
地
と
長
州
系
政
府
要
人
と
の
間
に
個
（９）
人
的
に
親
し
い
関
係
が
あ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
「
東
京
日
日
』
は
必
ず
し
も
政
府
の
意
向
に
即
し
た
意
見
の
み
を
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一八七一年五月『新聞雑誌」の名で創刊。一八七五年一月から『あけぼの』、一八七五年六月から
『
東
京
曙
新
聞
」
と
改
題
し
た
。
経
営
者
が
何
度
か
変
わ
り
、
新
聞
の
論
調
も
突
如
変
化
す
る
こ
と
が
あ
り
、
主
張
に（旧）
も一貫性がなかった。そのため「信用を失い」「民権運動の盲同場につれて次第に紙勢は弱くな」った。
な
お
、
以
下
に
引
用
史
料
に
は
適
宜
句
読
点
を
付
す
と
と
も
に
〔
〕
に
よ
る
補
足
を
施
し
、
一
部
旧
字
体
を
改
め
た。 一八
七
二
年
六
月
創
刊
。
栗
本
鋤
雲
が
慶
應
義
塾
卒
の
藤
田
茂
吉
を
入
社
さ
せ
て
以
来
、
記
者
に
は
慶
應
義
塾
出
身
者
が
多
く
あ
っ
た
。
代
表
的
な
民
権
派
新
聞
で
、
自
由
民
権
期
に
は
「
一
貫
し
て
民
権
論
的
な
論
調
を
展
開
し
、
も
っ
と
（胆）
も
代
表
的
な
民
権
派
の
新
聞
と
し
て
の
位
置
を
保
ち
続
け
た
」
。
述
べ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
特
に
外
交
論
に
お
い
て
は
政
府
追
従
の
意
見
の
み
を
述
べ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
よ
う
（皿）
で
あ
る
。
ま
た
、
『
東
京
日
日
』
は
「
太
政
官
記
事
印
行
御
用
」
の
許
可
を
得
て
い
る
が
、
政
府
が
発
す
る
情
報
を
優
（、）
先
的
に
提
供
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
『東京曙新聞』
『郵便報知新聞』
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１
中
国
新
聞
へ
の
批
判
Ｉ
琉
球
処
分
の
正
当
性
（Ｍ）
五月一一・一二日の「郵便報知』に『申報」の記事の訳が掲載される。「申報』は当時情で発行されて
い
た
新
聞
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
琉
球
処
分
に
対
す
る
清
側
の
メ
デ
ィ
ア
の
見
解
が
書
か
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
『郵便報知』によると、『申報』の琉球処分に対する意見は以下の通りである。「申報』はまず琉球の
位
置
や
生
活
の
様
子
な
ど
を
述
べ
て
「
其
国
〔
琉
球
〕
ノ
曉
椿
貧
苦
ナ
ル
」
こ
と
を
示
す
。
そ
の
上
で
「
日
本
、
何
ノ
（脂）
貧
ル
所
ニ
シ
テ
而
シ
ー
ナ
必
ラ
ス
之
〔
琉
球
〕
ヲ
減
ス
ル
乎
」
と
、
日
本
が
琉
球
を
滅
ぼ
す
こ
と
に
つ
い
て
疑
問
を
呈
す
る
。
更
に
、
「
琉
球
ノ
貧
弱
ヲ
以
テ
、
向
来
、
役
ヲ
東
洋
二
受
ケ
、
即
チ
職
責
ヲ
中
国
ニ
修
メ
シ
ム
ル
モ
、
価
ホ
盲
二
日
本
ノ
属
地
タ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
。
琉
球
ハ
椿
苦
自
存
ス
ル
能
ワ
サ
レ
ハ
、
全
ク
貢
舟
二
頼
リ
テ
販
欝
シ
、
其
関
税
ヲ
免
レ
、
梢
ャ
余
資
ヲ
得
テ
挙
国
能
ク
存
活
シ
、
而
カ
モ
資
本
ハ
多
ク
日
本
ヨ
リ
貸
リ
タ
ル
ナ
レ
ハ
、
即
チ
販
回
ノ
貨
モ
亦
運
シ
テ
日
本
二
往
ク
者
ハ
十
ノ
八
九
一
一
シ
テ
、
国
人
ハ
貧
甚
シ
ケ
レ
ハ
買
う
能
ハ
サ
ル
ナ
リ
。
然
レ
ハ
則
チ
、
日
本
必
ラス此ヲ減シテ甘心セントス、此レ何ヲ以テノ故ナルヤ」と、琉球は情との朝貢貿易や日本からの資
本
の
貸
し
出
し
に
よ
っ
て
何
と
か
自
活
で
き
て
い
る
こ
と
を
示
し
つ
つ
琉
球
を
滅
ぼ
そ
う
と
す
る
日
本
の
姿
勢
に
疑
問
を示している。『申報」は続けて「其地ヲ得ルモ以テ国ヲ裕ニスルー一足ラス、其王ヲ擴メルモ以テ威
ヲ
示
ス
ー
一
足
ラ
ス
。
而
シ
テ
徒
ラ
ニ
寡
少
ヲ
欺
キ
、
凌
ク
ヲ
以
テ
識
ヲ
天
下
後
世
二
取
ル
、
又
胡
為
レ
ゾ
ヤ
」
、
「
日
本
琉
球
処
分
と
国
際
関
係
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乃チ必ラス之ヲ減サント欲ス。以テ理ヲ一一一一ロブ乎、則チ正カラス。以テ情ヲ一一一一ロブ乎、則チ公ナラス。以
テ功ヲ言う乎、則チ武ナラス。以テ智ヲ一一一一ロブ乎、則チ周カラス。畔ヲ中国二挑ント欲シテ、而シテ中
国
未
タ
必
ラ
ス
其
機
二
中
ラ
ス
。
西
国
一
一
傲
法
セ
ン
ト
欲
シ
テ
、
而
シ
テ
西
国
且
シ
将
二
其
妄
ヲ
笑
ン
。
天
下
之
ヲ
議
シ
、
後
世
之
ヲ
非
シ
、
隣
邦
之
ヲ
護
り
、
小
国
之
二
備
フ
。
人
ハ
地
ヲ
得
ル
ヲ
以
テ
日
本
ノ
為
メ
ニ
賀
ス
ル
モ
、
余
ハ
（旧）
直
チ
ニ
国
ヲ
減
ポ
ス
ヲ
以
テ
日
本
ノ
為
メ
ニ
吊
ス
笑
」
と
述
べ
、
琉
球
処
分
に
は
利
点
が
な
く
、
逆
に
日
本
を
滅
ぼ
す（Ⅳ）
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
「
申
報
』
の
見
解
に
つ
い
て
『
郵
便
報
知
』
は
「
支
那
ノ
自
侭
論
二
類
ス
ル
者
」
と
一
切
取
り
合
う
こ
と
な
く
一
方
的
に
切
り
捨
て
て
い
る
。
一
方
、
『
東
京
日
日
』
で
も
琉
球
処
分
に
対
す
る
清
側
の
見
解
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
五
月
五
日
の
記
事
に
は
清
の
駐
日
公
使
何
如
環
が
明
治
政
府
に
対
し
て
抗
議
し
た
内
容
が
掲
載
さ
れ
る
。
ま
ず
何
は
「
元
来
琉
球
ハ
日
清
両
属
の
姿
に
て
数
百
年
打
過
ぎ
候
ひ
し
に
、
何
の
義
と
ハ
知
ら
ず
、
斯
く
藩
を
廃
め
、
強
て
貴
国
の
版
図
に
附
せ
ら
れ
し
ハ
い
か
〔ママ〕
な
る
事
に
や
。
是
れ
貴
国
よ
り
求
め
て
隣
交
の
誼
を
破
ら
れ
た
る
も
の
》
）
さ
ン
な
れ
」
と
琉
球
処
分
を
批
判
す
る
。
ま
〔ママ〕
た何は「抑も善隣の要ハ唯一つの理と申すもの、候なる。此の理によりてぞ強者も弱者を酷ぐる能ハ
ず、小者も大者の侵掠を免かる魁にて候」、したがって「若し貴国にて琉球を強て、との玉は餅、是
れ
理
を
去
て
欲
を
遂
ら
る
風
に
て
候
へ
ば
、
よ
も
我
が
衙
門
に
て
柾
屈
の
由
を
申
し
出
さ
で
や
候
べ
き
。
其
折
り
、
御
答
の
様
に
よ
り
て
ハ
事
な
き
両
国
の
人
民
の
如
何
な
る
災
厄
を
被
ら
ん
も
測
り
難
き
か
。
唯
然
る
べ
く
ハ
琉
球
を
両
属
の
ま
、
に
ざ
せ
玉
ひ
て
日
清
の
和
平
を
長
久
に
保
た
せ
ら
れ
ん
こ
と
こ
そ
望
ま
し
く
候
へ
」
と
、
琉
球
処
分
に
は
正
当
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性
が
な
い
こ
と
を
述
べ
た
上
で
日
清
間
の
戦
争
に
至
る
可
能
性
を
示
し
、
戦
争
に
至
る
よ
り
「
琉
球
を
両
属
の
ま
」
に
さ
せ
て
日
清
間
の
「
和
平
を
長
久
に
保
」
つ
こ
と
が
望
ま
し
い
と
し
て
い
る
。
「
東
京
日
日
』
に
よ
る
と
、
明
治
政
府
は
こ
の
よ
う
な
何
の
訴
え
に
対
し
「
我
が
政
府
に
て
採
用
ま
し
ま
き
ず
、
此
事
に
付
き
清
廷
よ
り
故
障
申
さ
れ
ん
に
（旧）
ハ、是非を砲弾に訴ふるまでよ、と御評決なりしかば、公使の願望も徒ら事になりしとぞ」と、場〈ロ
に
よ
っ
て
は
軍
事
力
を
用
い
る
こ
と
ま
で
触
れ
な
が
ら
、
か
な
り
強
い
調
子
で
退
け
た
よ
う
で
あ
る
。
ヤ
マ
ト
・
メ
デ
ィ
ア
は
清
側
の
意
見
を
一
方
的
に
否
定
し
た
が
、
清
の
新
聞
で
は
琉
球
処
分
に
つ
い
て
依
然
と
し
て
語られているようで、『郵便報知』は六月二十一日・一一十一一一日の社説でそのことについて論じている。
（四）
同
社
説
は
『
循
環
日
報
』
（
以
下
『
循
環
』
と
略
す
）
と
い
う
清
で
発
行
さ
れ
て
い
た
新
聞
の
記
事
に
対
し
て
『
郵
便
報
知
』
が
反
論
し
た
も
の
で
あ
る
。
『
郵
便
報
知
』
は
「
循
環
日
報
記
者
ガ
我
琉
球
処
分
ヲ
論
ス
ル
ニ
至
リ
テ
ハ
、
牽
強
附
会
至
ラ
サ
ル
ナ
ク
、
妄
想
ノ
最
モ
甚
シ
キ
モ
ノ
ナ
リ
」
と
し
て
次
の
よ
う
に
続
け
る
。
「
〔
循
環
〕
日
報
記
者
ハ
曰
ク
、
琉
球
ハ
中
朝
ノ
藩
服
タ
リ
。
今
ヨ
リ
始
ル
ニ
ア
ラ
ズ
、
ト
。
余
輩
甚
タ
之
レ
ニ
惑
へ
り
。
清
国
若
シ
初
メ
ョ
リ
琉
球
ノ
藩
服
タ
ル
ヲ
信
セ
ハ
、
何
ゾ
其
藩
服
ヲ
保
護
ス
ル
ノ
道
ヲ
尽
ク
サ
、
ル
ャ
。
我
政
府
琉
球
ヲ
保
護
シ
テ
警
備
ヲ
置
キ
、
官
吏
ヲ
造
り
、
以
テ
島
民
ヲ
支
配
ス
ル
ハ
今
ヨ
リ
始
ル
ニ
ア
ラ
ズ
」
と
、
清
は
琉
球
を
保
護
す
る
政
策
を
と
ら
な
か
っ
た
の
に
対
し
、
日
本
は
琉
球
を
実
効
支
配
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
こ
と
で
清
側
の
見
解
に
対
し
て
批
判
を
加
え
て
い
る
。
ま
た
、
更
に
『
報
知
』
は
「
〔
循
環
〕
日
報
記
者
ガ
之
〔
琉
球
処
分
〕
ヲ
論
シ
テ
、
日
本
近
コ
ロ
兵
カ
ヲ
以
テ
琉
球
ヲ
脅
制
シ
、
其
ノ
国
王
ヲ
廃
シ
テ
県
主
ト
ナ
ス
、
卜
云
フ
ガ
如
キ
ハ
、
幾
ン
ト
自
ラ
迂
閼
ヲ
示
ス
ニ
過
ギ
サ
ル
ナ
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リ。我国固ヨリ兵威ヲ琉球一一示シタルコトナシ」と『循環』の主張を誤りだと指摘する。更に「論者
〔清の新聞記者〕ハ新聞記者タリ。論スル所ノ問題ハ琉球事件タリ。而ルー其事実ヲ失う、斯クノ如
キハ何ゾヤ。只管琉球ノ利害ヲ懸念スルノ人ニシテ其所論ノ要点一一付キ斯ク甚シキ誤謬アルハ記者ガ
平生不注意ノ甚シキト其論意ノ粗漏ナルヲ知ル一一足しり」と『循環』の記者の能力自体に問題がある
と
批
判
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
「
支
那
ハ
貿
易
上
我
ト
最
モ
親
密
ノ
関
係
ア
リ
。
若
シ
夫
レ
両
国
ノ
利
ヲ
謀
ラ
ハ
、
終始和合シ、以テ将来二国人民ノ幸福ヲ増進スルノ外ナキナリ。琉球若クハ朝鮮事件ノ如キ、細故ヨ
リ
シ
テ
将
来
ノ
洪
益
ヲ
失
ハ
シ
ム
ル
カ
如
キ
ハ
、
余
輩
ノ
取
ラ
サ
ル
所
ナ
リ
。
故
二
余
輩
ハ
専
ラ
清
国
ト
一
層
友
誼
ヲ
厚
ク
シ
テ
、
以
テ
ー
一
国
ノ
利
ヲ
謀
ラ
ン
ト
欲
ス
ル
ナ
リ
。
唯
リ
貿
易
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
両
国
ノ
和
親
□
政
略
上
亦
欠
ク
可
ラ
サ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
是
ヲ
以
テ
清
人
ノ
我
二
対
シ
テ
悪
意
ヲ
顕
ハ
ス
モ
ノ
ア
ル
ヲ
喜
バ
ス
シ
テ
切
二
論
シ
テ
コ
、
一
一
及
へ
（釦）
リ
」
と
も
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
『
郵
便
報
知
』
は
日
清
の
友
好
関
係
を
重
要
視
し
、
朝
鮮
問
題
と
琉
球
問
題
の
よ
う
な
細
か
い
問
題
で
日
清
が
争
う
こ
と
を
懸
念
し
て
い
る
。
同
様
の
こ
と
は
『
東
京
日
日
」
で
も
語
ら
れ
て
い
る
。
「
東
京
日
日
』
八
月
六
日
の
社
説
「
支
那
ノ
関
係
」
で
は
「世一一好事者アリ。猯摩憶測ヲ暹ウシテ信ズルニ足ラザルノ流一一一一口巷説ヲ敷桁シ、自己ノ速了ヲ以テ支
那
ノ
近
況
ヲ
評
シ
テ
曰
ク
、
支
那
政
府
ハ
我
政
府
ノ
琉
球
処
分
ヲ
不
当
ナ
リ
ト
シ
、
将
二
曲
直
ヲ
砲
火
一
一
訴
へ
ン
ト
ス
」
と
清
が
軍
事
力
を
も
っ
て
琉
球
問
題
の
解
決
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
、
「
猯
摩
憶
測
ヲ
暹
ウ
シ
テ
信
ズ
ル
ニ足ラザルノ流言巷説ヲ敷桁シ」た説があることを指摘する。『東京日日」は「支那政府ガ琉球処分
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｜一関シテ云々スル所アルハ我輩嘗テ之ヲ伝聞セザルニ非ズ」であるが、「夫ノ琉球ノ我邦ノ属地ダル
證擦ノ判然トシテ明確ナルハ中外人ノ共一一公認スル所ナレバ、設令上今日我政府ガ如何ナル処分ヲ琉
球
二
施
ス
ト
モ
固
ヨ
リ
支
那
政
府
二
於
テ
之
ヲ
是
非
ス
ル
ノ
理
由
ナ
キ
」
と
琉
球
が
日
本
の
「
属
地
」
で
あ
る
こ
と
は
国
内
だ
け
で
は
な
く
国
外
（
恐
ら
く
は
西
洋
諸
国
を
意
図
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
）
に
お
い
て
も
認
め
ら
れ
て
い
る
以
上
、
清
が
口
出
し
す
る
理
由
が
な
い
と
述
べ
る
。
も
ち
ろ
ん
「
今
日
琉
球
ノ
処
分
二
付
テ
モ
多
少
ノ
議
論
ヲ
支
那
二
惹
起シタルモ計ルベカラズト錐ドモ、畢寛支那ヨリ我邦二向テコソ多少ノ憤怨猜疑ァ」るのだが、「我
邦
ヨ
リ
支
那
二
向
テ
ハ
毫
末
ノ
憤
怨
モ
ナ
ケ
レ
バ
猜
疑
モ
ナ
ク
、
且
シ
我
邦
ト
支
那
卜
相
上
親
睦
シ
テ
唇
歯
輔
車
ノ
関
係
ヲ
実
際
二
失
ハ
ザ
ル
ノ
東
洋
政
略
二
緊
要
ナ
ル
ヲ
知
ラ
バ
、
設
令
上
支
那
二
於
テ
ハ
如
何
ナ
ル
議
論
ヲ
生
ジ
、
如
何
ナ
ル
談
判
ヲ
開
ク
ト
モ
、
彼
レ
ョ
リ
兵
端
ヲ
開
ク
ニ
非
ザ
レ
バ
、
我
邦
二
於
テ
ハ
決
シ
テ
支
那
ヲ
猜
疑
セ
ズ
成
丈
ヶ
親
睦ノ手段ヲ尽シテ支那ノ歓心ヲ実際二失ハザランコトヲ之レ努メザルベカラズ」と、清に対して猜疑
心を懐かず親密な交渉をすることを求める。したがって「断行政略」は「東洋ノ政略二甚ダ不可ナル
（皿）
モ
ノ
ナ
リ
。
欧
州
諸
国
二
向
テ
施
ス
ベ
ク
シ
ー
ナ
東
洋
諸
国
二
向
テ
行
フ
ベ
カ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ナ
リ
」
と
対
東
ア
ジ
ア
政
策
としてとるべき方策とはならない。「東京日日」もまた日清間の友好関係を重要視しているのである。
そのため、「断行政略ヲ以テ我ヨリ軍艦ヲ支那一一差向ケ、以テ戦ヲ彼レニ挑ムベシ、ト速了シテ、我
レョリ支那ノ和親ヲ破ルコトアラバ、是し即チ断行政略ノ誤用ニシテ、設令上戦争ノ全勝ヲ我レーー得
ル
ト
モ
、
其
弊
害
ハ
菅
二
支
那
ノ
歓
心
ヲ
失
フ
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
大
二
東
洋
ノ
大
計
ヲ
誤
テ
将
来
ノ
形
勢
頗
ル
憂
慮
ス
ベ
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２
琉
球
処
分
の
正
当
性
と
西
洋
先に引用した『東京日日」に「夫ノ琉球ノ我邦ノ属地ダル證擦ノ判然トシテ明確ナルハ中外人ノ共
一一公認スル所」とある。そして『郵便報知』は八月一一一十日の論説で、清の新聞で日本の公使が語った
ものであるが、琉球処分を西洋諸国が支持していることを述べている。同記事によると「近日英京大
晤
士
日
報
を
査
す
る
に
、
之
〔
琉
球
処
分
〕
を
論
す
る
最
も
詳
尽
な
り
と
為
す
」
と
あ
る
。
そ
し
て
「
英
京
大
晤
士
日
報」において述べられていることを語る。「郵便報知』によると、「英京大晤士日報」は、明治政府が
琉
球
処
分
を
行
っ
た
の
は
「
内
政
を
整
頓
」
し
た
も
の
に
過
ぎ
ず
、
ま
た
琉
球
は
一
六
○
九
年
以
来
日
本
に
「
内
属
」
（犯）
し
て
い
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
も
「
則
琉
球
の
日
地
た
る
ハ
西
国
も
既
に
之
を
知
れ
り
」
と
も
述
べ
て
い
る
よ
う
キ
モ
ノ
ァ
リ
」
と
、
日
清
間
で
争
う
こ
と
は
、
例
え
日
本
が
勝
利
し
た
と
し
て
も
「
東
洋
」
（
東
ア
ジ
ア
）
に
と
っ
て
大
い
な
る
損
失
で
あ
る
事
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
「
断
行
政
略
」
は
「
欧
州
諸
国
二
向
テ
施
ス
ベ
」
き
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
点
か
ら
、
西
洋
の
存
在
を
意
識
し
て
の
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
当
時
の
ヤ
マ
ト
・
メ
ディアには西洋に対抗するための日清提携を主張するものが多く見られる。ただし注意しなければな
らないのは、確かにヤマト・メディアは西洋と対抗するために日清提携を主張したが、しかしその一
方
で
西
洋
が
琉
球
を
日
本
の
「
属
地
」
で
あ
る
と
認
め
て
い
る
こ
と
が
、
ヤ
マ
ト
・
メ
デ
ィ
ア
が
琉
球
領
有
の
正
当
性
を
主
張
す
る
際
に
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
198
Hosei University Repository
である。つまり、西洋諸国が明治政府の琉球処分を認めていることを、この「英京大晤士日報」は述
べ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
ここで挙げられている「英京太晤士日報」というのはイギリスの「タイムズ』紙のことであろう。
七月二日の『東京日日』にはこの『タイムズ』紙の記事の抄訳が掲載されている。同記事によると、
まず『タイムズ』紙は「日本ハ琉球島ヲ合付シタリトノ報知ハ誤伝タルャ明力」であると述べてい
る。続けて『タイムズ』紙は琉球処分について、「日本政府ハ古来ヨリノ所属タリシ同島二向テ単二
其政令ヲ施行セントシタルノミ」と述べる。そして琉球が日本の「古来ヨリノ所属」である理由とし
て、『タイムズ』紙は一六○九年の琉球出兵以来、琉球は薩摩の支配下にあり「実際君主ノ権ハ無」
いという点を挙げる。また更に「日本帝権ノ同島〔琉球〕ニァルコト」の理由として台湾出兵も挙げ
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
「
タ
イ
ム
ズ
』
紙
は
日
本
に
琉
球
の
領
有
権
が
あ
る
こ
と
を
示
す
。
し
た
が
っ
て
、
琉
球
処分は、日本政府が「単二同島地方ノ旧習ヲ全ク改除シ、而テ日本一般ノ政令ヲ偏ク同島二施及シダ
（鋼）
ル而已ナラン」となる。
以上からわかるように、『東京日日」が訳した『タイムズ』紙は琉球処分を、元からある領土の政
治制度を変更したものに過ぎないと判断しているようである。つまり、日本の琉球領有権を西洋の新
聞
は
正
当
な
も
の
と
し
て
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
欧
米
の
諸
新
聞
に
お
い
て
琉
球
問
題
が
ど
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
の
か
、
特
に
そ
の
正
当
性
や
清
と
の
関
係
に
つ
l99琉球処分をめぐるヤマト．メディアの琉球論
Hosei University Repository
Ｓ
日
清
提
携
論
と
西
洋
九
月
一
・
二
日
の
『
郵
便
報
知
』
の
社
説
で
は
「
抑
モ
琉
球
処
分
ノ
如
キ
ハ
我
内
政
上
一
部
ノ
改
革
ニ
シ
テ
、
他
国
ノ
得
テ
隊
ヲ
容
ル
ベ
キ
所
二
非
サ
ル
」
も
の
で
あ
る
と
琉
球
処
分
は
内
政
問
題
で
あ
り
、
他
国
が
口
を
挟
む
事
柄
で
は
な
い
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
「
固
ヨ
リ
漬
政
府
ガ
堂
々
ト
論
ス
ベ
キ
条
理
モ
ナ
ク
又
主
張
ス
ベ
キ
辞
柄
ナ
キ
」
も
の
な
の
で
あ
る
。
同
記
事
で
は
英
国
公
使
ウ
ェ
ー
ド
が
台
湾
出
兵
の
時
に
仲
介
し
た
時
の
書
類
が
琉
球
処
分
に
関
す
る
ヤ
マ
ト
側
の
主
張
の
根
拠
に
な
り
得
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
も
西
洋
の
意
見
が
琉
球
処
分
の
正
当
い
て
ど
の
よ
う
な
意
見
の
幅
が
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
十
分
な
調
査
が
で
き
て
お
ら
ず
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
ヤ
マ
ト
・
メ
デ
ィ
ア
が
西
洋
メ
デ
ィ
ア
の
記
事
に
さ
ま
ざ
ま
な
見
解
が
あ
る
中
で
有
名
紙
を
選
び
自
己
に
と
っ
て
都
合
の
い
い
記
事
だ
け
を
選
ん
で
翻
訳
し
た
、
と
い
う
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
「
西
洋
側
が
琉
球
処
分
の
正
当
性
を
認
め
て
い
る
」
と
い
う
点
で
あ
る
。
先
に
示
し
た
「
報
知
」
の
記
事
で
、
日
本
の
公
使
が
『
タ
イ
ム
ズ
」
紙
の
記
事
に
つ
い
て
触
れ
て
い
た
よ
う
に
、
政
府
の
役
人
も
西
洋
が
琉
球
処
分
の
正
当
性
を
認
め
て
い
た
こ
と
を
重
要
視
し
、
ま
た
明
治
政
府
が
琉
球
処
分
を
行
っ
た
こ
と
の
正
当
性
の
根
拠
と
し
て
い
た
。
そ
れ
だ
け
、
西
洋
が
認
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
日
本
に
と
っ
て
西
洋
は
外
交
の
論
理
と
し
て
依
拠
す
べ
き
存
在
と
い
う
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
特
に
東
ア
ジ
ア
（
東
洋
）
と
い
う
観
点
で
見
た
場
合
、
西
洋
は
対
抗
す
べ
き
存
在
で
も
あ
っ
た
。
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性
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
が
看
取
で
き
る
。
ま
た
同
社
説
で
「
郵
便
報
知
』
は
清
の
軍
事
強
化
に
つ
い
て
指
摘
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
「
帝
国
ノ
独
立
ヲ
維
持
ス
ル
ガ
為
メ
ニ
緊
切
ナ
ル
準
備
ヲ
ナ
ス
モ
ノ
ニ
非
ラ
サ
ル
ヲ
（餌）
得
ン
ヤ
」
ま
た
「
防
禦
ノ
為
メ
ニ
シ
テ
進
撃
ノ
為
ニ
ス
ル
ニ
非
サ
ル
ナ
リ
」
と
あ
く
ま
で
防
衛
の
た
め
で
あ
る
事
を
指
摘
す
る
。
そ
れ
よ
り
も
『
郵
便
報
知
』
が
懸
念
す
る
の
は
「
唯
狡
滑
為
ル
外
国
商
ガ
此
機
二
乗
シ
テ
浮
利
ヲ
博
取
セ
ン
ト
欲
シ
、
清
人
ヲ
煽
動
シ
、
亦
日
本
人
ヲ
唆
嗽
シ
、
両
国
人
民
ヲ
シ
テ
今
ニ
モ
妖
気
ノ
頭
上
二
堕
落
セ
ン
ト
ス
ル
ガ
如
キノ感情ヲ起サシメ、暗一一両国政府二警心ヲ懐力シメ、以テ古陳ノ武器ヲ売付ケ、腐朽ノ戦艦ヲ買上
（弱）
ケ
シ
メ
、
以
テ
軍
器
戎
服
等
百
般
ノ
準
備
二
国
帯
ヲ
発
シ
テ
吝
マ
ザ
ラ
シ
メ
ン
ト
目
論
見
タ
ル
ナ
リ
」
と
、
外
国
商
人
が
日
清
双
方
の
人
民
を
煽
動
し
て
戦
争
を
引
き
起
こ
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
『
東
京
日
日
」
も
九
月
二
日
の
社
説
「
琉
球
ノ
関
繋
」
で
琉
球
問
題
を
論
じ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
『
東
京
日
日
』
は
清
が
琉
球
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
軍
事
力
に
訴
え
よ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
噂
を
否
定
し
て
い
る
。
ま
た
同
社説では、「清国公使」と日本政府の「某大臣」という外交担当者同士による応答を取り上げている。
そ
の
内
容
か
ら
、
日
清
間
で
の
琉
球
問
題
に
対
す
る
意
識
の
違
い
が
見
ら
れ
る
。
同
社
説
に
よ
る
と
「
清
国
公
使
」
は
「琉球ノ事ハ重大ナリ。早晩為二日清両国ノ間一一不和ヲ醸スノ患ナキヲ保セズ」と琉球問題を重大視
し
速
や
か
な
る
解
決
を
求
め
て
い
る
の
に
対
し
、
「
我
某
大
臣
」
は
「
琉
球
ノ
事
ハ
小
事
ナ
リ
」
と
琉
球
問
題
は
小
さ
な
問
題
で
あ
る
と
断
定
す
る
。
そ
し
て
「
今
日
ノ
急
務
ハ
日
清
両
国
相
上
合
縦
シ
テ
事
ヲ
謀
り
、
倶
二
共
二
外
邦
二
向
テ其国権ヲ維持スルーー在り」と日清提携こそが現在の国際関係上重要な事であり、「琉球ノゴトキ小
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事
ノ
為
二
両
国
ノ
合
縦
ヲ
敗
ル
ハ
決
シ
テ
策
ノ
得
ダ
ル
者
二
非
ザ
ル
ナ
リ
」
と
琉
球
問
題
の
よ
う
な
「
小
事
」
で
両
国
の
関
係
を
悪
化
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
日
本
の
「
某
大
臣
」
が
日
清
の
提
携
を
重
要
視
し
て
い
る
の
は
「
今
夫
レ
欧
州
諸
国
ノ
東
洋
ヲ
遇
ス
ル
、
傲
慢
放
窓
、
日
清
両
国
ノ
如
キ
モ
共
一
一
其
凌
辱
ヲ
蒙
リ
、
独
立
国
ノ
権
理
ヲ
失
フ
ハ
ー
ニ
シ
テ
足
ラ
ズ
」
と
西
洋
諸
国
の
東
ア
ジ
ア
に
対
す
る
態
度
、
そ
の
蔑
視
と
差
別
を
意
識
し
て
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
同
社
説
で
「
切
迫
談
判
ノ
説
ノ
世
上
二
行
ハ
ル
、
ヤ
、
其
源
流
ハ
頗
ル
暖
昧
ノ
間
二
在
レ
バ
之
ヲ
討
究
ス
ル
ニ
由
ナ
シ
ト
錐
ド
モ
、
上
海
ノ
中
外
諸
新
聞
二
於
テ
頻
二
支
那
ノ
為
二
主
戦
説
ヲ
作
為
シ
テ
当
局
ヲ
煽
動
ス
ル
ノ
状
在
ル
モ
ノ
実
二
風
説
ノ
源
因
ト
ナ
リ
、
我
国
二
於
テ
モ
横
浜
ノ
西
字
新
聞
二
間
々
之
二
唱
和
ス
ル
者
モ
勘
ナ
カ
ラ
ズ
。
是
し
大
抵
東
洋
ノ
無
事
ヲ
患
上
、
日
清
ノ
和
親
ヲ
恐
レ
テ
之
ヲ
離
間
セ
ン
ト
謀
り
、
且
ツ
ハ
其
葛
藤
ノ
期
二
乗
ジ
兵
器
ノ
商
売
二
於
テ
白
ラ
利
ス
ル
所
ア
ラ
ン
ト
翼
フ
ノ
好
策
二
出
ル
者
タ
ル
ガ
如
シ
」
で
あ
る
か
ら
、
「
｜
慨
二
世
説
ヲ
信
セ
バ
、
或
ハ
却
テ
禍
機
ヲ
助
ケ
、
西
人
ノ
術
数
二
陥
ル
ノ
患
ナ
キ
ヲ
保
セ
ザ
ル
ナ
リ
。
自
今
而
後
、
吾
曹
ハ
此
関
繋
二
付
キ
成
ル
ベ
キ
丈
ハ
信
ヲ
措
ク
ニ
足
ル
ベ
キ
説
ヲ
得
テ
之
ヲ
読
者
二
報
道
ス
ベ
シ
。
読
者
請
う
、
願
ク
（妬）
ハ
早
計
シ
ー
ナ
世
説
ノ
虚
伝
二
誤
ル
、
コ
ト
莫
レ
」
と
述
べ
て
い
る
点
か
ら
も
う
か
が
え
る
も
の
で
あ
り
、
先
に
見
た
『郵便報知」の社説と共通するものである。こういった西洋に対する危機感から、「日清両国相上合縦
シ
テ
事
ヲ
謀
り
、
倶
二
共
二
外
邦
二
向
テ
其
国
権
ヲ
維
持
ス
ル
」
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
「
琉
球
ノ
ゴ
ト
キ
小
事
ノ
為
二
両
国
ノ
合
縦
ヲ
敗
ル
ハ
決
シ
テ
策
ノ
得
ダ
ル
者
二
非
ザ
ル
」
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
西
洋
と
対
抗
す
る
た
め
に
日
清
が
提
携
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
、
い
わ
ば
運
命
共
同
体
と
し
て
の
東
ア
ジ
ア
観
が
見
て
取
れ
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（幻）
ろ
。
そ
し
て
日
本
側
は
日
清
提
携
を
模
索
す
る
た
め
に
ｊ
ｂ
琉
球
問
題
を
「
小
事
」
と
し
て
日
清
間
で
外
交
問
題
化
し
な
いよう求めた。これは、先に見た六月一一十一・一一十三日の社説から明らかなように、「郵便報知』も
同
じ
考
え
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
「
清
国
公
使
」
は
「
大
ダ
其
説
ヲ
然
リ
ト
シ
タ
リ
」
と
「
某
大
臣
」
の
意
見
を
受
け
入
れ
た
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
社
説
か
ら
判
断
す
る
限
り
、
清
側
も
日
本
側
と
同
様
、
西
洋
に
対
抗
す
る
た
め
の
日
清
提
携
を
重
要
視
し
て
い
る
と
見
え
る
。
も
ち
ろ
ん
、
清
側
の
背
景
と
し
て
当
時
イ
リ
地
方
を
め
ぐ
っ
て
ロ
シ
ア
と
（羽）
係
争
中
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
ｊ
ｂ
あ
ろ
う
。
す
で
に
ロ
シ
ア
と
の
間
で
領
土
問
題
を
争
っ
て
い
た
の
で
日
本
と
も
争
う
ことはとてもできない状況であったわけである。そのために清側は「大ダ其説ヲ然リトシタリ」と一一一一口
う
し
か
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
と
も
か
く
も
こ
こ
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
『
東
京
日
日
』
は
西
洋
に
対
抗
す
る
た
め
に
日
清
提
携
を
重
要
視
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
琉
球
の
よ
う
な
「
小
事
」
の
た
め
に
日
清
が
争
う
と
い
う
こ
と
は
、
最
も
避
け
る
べ
き
事
態
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
琉
球
問
題
は
「
小
事
」
に
落
と
し
込
め
ら
れ
、
日
清
問
で
不
問
に
付
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ヤ
マ
ト
・
メ
デ
ィ
ア
は
、
琉
球
処
分
を
め
ぐ
る
中
国
側
の
批
判
を
一
方
的
に
否
定
し
た
。
そ
れ
は
、
琉
球
処
分
を
内
政
問
題
で
あ
る
と
し
て
外
交
問
題
化
さ
せ
な
い
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
た
め
に
ヤ
マ
ト
・
メ
デ
ィ
ア
は
西
洋
の
反
応
も
利
用
し
た
。
琉
球
処
分
の
正
当
性
を
西
洋
が
認
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
明
治
政
府
と
ヤ
マ
ト
・
メ
デ
ィ
ア
に
と
っ
て
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
。
後
で
見
る
よ
う
に
、
ヤ
マ
ト
側
は
西
洋
の
論
理
で
琉
球
側
の
論
理
を
否
定
し
た
。
ヤ
マ
ト
に
と
っ
て
西
洋
と
は
、
外
交
の
論
理
に
お
い
て
（
ま
た
周
知
の
よ
う
に
政
治
制
度
な
ど
に
お
い
て
203琉球処分をめぐるヤマトメデイアの琉球論
Hosei University Repository
も
）
依
拠
す
べ
き
存
在
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
ヤ
マ
ト
・
メ
デ
ィ
ア
は
日
清
間
で
争
う
こ
と
に
関
し
て
は
否
定
的
で
あ
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
当
時
世
の
中
に
出
回
っ
て
い
た
、
日
清
間
の
衝
突
が
近
い
と
い
う
「
噂
」
の
存
在
が
あ
る
。
ヤ
マ
ト
・
メ
デ
ィ
ア
は
、
こ
の
よ
う
な
「
噂
」
は
西
洋
の
商
人
が
提
造
し
た
も
の
で
、
日
清
を
争
わ
せ
て
い
る
問
に
漁
夫
の
利
を
得
よ
う
と
す
る
考
え
で
あ
る
と
、
非
常
に
危
険
視
し
て
い
た
。
更
に
、
当
時
あ
っ
た
西
洋
の
東
ア
ジ
ア
に
対
す
る
差
別
的
な
態
度
も
あ
っ
た
。
何
よ
り
西
洋
の
植
民
地
と
な
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
危
機
感
は
、
当
時
の
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
非
常
に
大
き
な
意
味
（”）
を
持
っ
て
い
た
。
そ
し
て
西
洋
と
対
抗
す
る
た
め
に
日
清
提
携
が
主
張
さ
れ
た
。
日
清
提
携
と
い
う
「
大
事
」
の
中
、
琉
球
問
題
は
「
小
事
」
に
落
と
し
込
め
ら
れ
た
。
西
洋
に
対
抗
す
る
た
め
に
日
清
が
提
携
す
る
必
要
が
あ
る
以
上
、
日
清
間
で
琉
球
を
め
ぐ
っ
て
争
い
を
起
こ
し
、
西
洋
を
利
す
る
こ
と
は
避
け
る
べ
き
こ
と
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
琉
球
問
題
を
「
小
事
」
に
落
と
し
込
み
、
外
交
問
題
化
を
避
け
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
ヤ
マ
ト
側
に
と
っ
て
の
問
題
で
あ
り
、
琉
球
に
と
っ
て
の
問
題
で
は
な
か
っ
た
。
琉
球
諸
島
内
の
人
々
は
ヤ
マ
ト
の
考
え
と
は
全
く
関
係
な
く
動
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
で
は
琉
球
諸
島
内
の
住
人
に
関
し
て
ヤ
マ
ト
・
メ
デ
ィ
ア
は
ど
の
よ
う
に
報
道
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
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１
琉
球
か
ら
の
反
論
ｌ
「
君
主
権
」
を
め
ぐ
っ
て
五月五日の『東京日日」に「天界寺其外彼地の官吏又は筑登之どもを呼集め方向を誤らぬやう懇ろ
に諭達せられしかど、猶ほ藩論ハ穏やかならず」とある。また同十二日の「郵便報知』にも「沖縄県
下の人民ハ殊の外鎮静にて各職商を勉むれど、国老始め旧藩士の頑なるハ言語に絶せり、といふ」と
あ
る
。
双
方
の
記
事
か
ら
見
ら
れ
る
の
は
、
必
ず
し
も
処
分
に
は
従
わ
な
い
琉
球
の
姿
で
あ
る
。
さ
ら
に
五
月
九
日
の
「東京日日』に琉球の上層部と松田道之琉球処分官とのやりとりに関する記事が掲載される。そこに
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
二
琉
球
諸
島
内
部
の
議
論
三月廿八日に今帰仁王子を始め一一一司官以下の役人廿八名計り内務省出張所に来り嘆願せし大意
へ
抑
も
琉
球
藩
主
ハ
内
地
旧
諸
侯
と
ハ
異
に
て
君
主
権
を
有
せ
し
者
な
り
。
依
て
是
ま
で
通
り
致
し
置
き
度
く、との事なれ（、松田大書記官曰く、君主権を有したる者ハ上に天子なき者なり。琉球藩王ハ
上
に
日
本
天
子
を
仰
ぎ
た
る
に
あ
ら
ず
や
。
又
、
是
ま
で
通
り
、
と
ハ
日
清
両
属
の
意
な
ら
ん
。
君
主
権
を
有
し
た
る
者
の
言
に
あ
ら
ず
。
日
本
属
国
琉
球
藩
王
の
希
望
す
る
虚
な
れ
（
、
決
し
て
相
成
ら
ず
。
王
子
曰
く
、
廃
藩
置
県
の
儀
ハ
、
清
国
政
府
と
御
談
判
済
の
う
へ
、
御
達
相
成
り
度
し
。
大
書
記
官
曰
く
、
政
府
に
対
し
甚
だ
不
敬
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同
記
事
で
は
「
君
主
権
」
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
琉
球
高
官
は
、
琉
球
藩
王
は
「
君
主
権
」
を
有
し
て
い
る
の
で
「
是
ま
で
通
り
」
に
し
て
ほ
し
い
と
述
べ
て
い
る
の
に
対
し
、
松
田
は
「
君
主
権
を
有
し
た
る
者
々
上
に
天
子
な
き
者
」
で
あ
る
が
「
琉
球
藩
王
ハ
、
上
に
日
本
天
子
を
仰
ぎ
た
る
」
と
い
う
点
か
ら
「
是
ま
で
通
り
」
Ⅱ
「
日
清
両
属
」
を
否
定
し
て
い
る
。
松
田
の
考
え
は
、
西
洋
型
の
国
際
秩
序
、
す
な
わ
ち
主
権
国
家
を
基
礎
単
位
と
し
、
主
権
者
が
対
内的最高性と対外的独立性もつもの、を意識しているといえるだろう。琉球側がいう「君主権」がど
う
い
っ
た
も
の
な
の
か
、
こ
の
部
分
だ
け
で
は
判
然
と
し
な
い
。
た
だ
、
近
世
東
ア
ジ
ア
国
際
体
制
の
中
で
は
「
上
に
天
子
」
が
存
在
し
て
も
君
主
権
を
持
ち
得
た
こ
と
は
意
識
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
近
代
以
前
の
東
ア
ジ
ア
世
界
秩
序
は
主
に
朝
貢
と
冊
封
に
よ
る
関
係
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
華
夷
思
想
や
儒
教
の
徳
治
・
礼
治
の
理
念
な
ど
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
。
中
国
の
周
辺
国
の
首
長
は
中
国
皇
帝
の
徳
を
慕
っ
て
臣
下
の
礼
を
と
る
た
め
に
貢
物
を
持
っ
て
中
国
に
や
っ
て
く
る
（
朝
貢
）
。
す
る
と
中
国
皇
帝
は
返
礼
と
し
て
回
賜
の
言
語
な
り
。
政
府
属
国
を
処
分
す
る
に
、
何
ぞ
、
清
国
に
談
判
す
る
の
理
あ
ら
ん
や
。
首
里
城
受
取
り
の
儀
も
既
に
陸
軍
に
相
達
せ
り
。
過
日
相
達
し
た
る
通
り
、
三
十
一
日
正
午
に
ハ
、
請
取
の
為
め
、
必
ず
城
中
へ
繰
り
込
む
べ
し
。
尤
も
、
其
際
に
至
て
嘆
願
す
る
も
、
陸
軍
に
規
則
あ
り
。
如
何
の
大
事
に
至
る
や
も
計
り
難
し
。
尤
も
、
処
分
に
従
ハ
ず
城
を
渡
さ
や
れ
（
、
拙
者
ハ
取
る
の
権
を
有
す
る
を
以
て
、
自
か
ら
之
を
取
る
べ
し
。
渡
さ
ず
し
て
取
ら
る
、
よ
り
も
、
寧
ろ
恭
順
し
て
渡
し
て
可
な
ら
ん
。
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ま
た
、
特
に
近
世
に
入
る
と
、
中
国
と
の
対
等
性
を
求
め
る
た
め
に
自
ら
朝
貢
国
を
持
つ
よ
う
な
国
が
出
て
く
る
。
例
え
ば
日
本
は
琉
球
や
ア
イ
ヌ
を
朝
貢
国
に
な
ぞ
ら
え
て
い
た
し
、
日
朝
関
係
に
お
い
て
は
双
方
と
も
に
自
ら
が
相
手
よ
り
上
位
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
が
、
仲
介
し
て
い
る
対
馬
が
双
方
に
従
う
こ
と
で
、
結
果
と
し
て
対
等
な
関
係
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
ベ
ト
ナ
ム
は
朝
鮮
と
同
じ
く
情
に
朝
貢
し
て
い
る
が
、
国
内
で
は
「
大
南
皇
帝
」
を
自
称
し
、
情
以
外
を
朝
貢
国
と
み
な
し
て
い
た
と
い
う
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
東
ア
ジ
ア
国
際
関
係
で
は
儀
礼
を
守
っ
て
さ
え
い
れ
ば
朝
貢
国
は
自
由
に
国
を
統
治
で
き
た
。
諸
外
国
と
の
関
係
で
別
の
新
た
な
君
臣
関
係
が
成
立
し
て
も
、
中
国
皇
帝との間の儀礼に影響を及ぼしさえしなければ問題はなかった。したがって日清両属という形態は問
（釦）
題
な
く
成
立
し
得
た
わ
け
で
あ
る
。
琉
球
側
は
こ
の
よ
う
な
旧
来
の
東
ア
ジ
ア
国
際
関
係
の
中
で
の
「
君
主
権
」
を
意
識
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
琉
球
の
高
官
が
か
つ
て
明
治
政
府
に
歎
願
し
た
際
に
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
例
を
挙
げ
、
西
洋
型
国
際
関
係
で
あ
っ
て
ある。
を
与
え
、
中
国
王
朝
の
爵
位
な
ど
を
与
え
る
一
方
、
そ
の
首
長
を
国
王
に
任
命
し
た
（
冊
封
）
。
こ
れ
に
よ
り
中
国
皇
帝
と
朝
貢
国
の
国
王
と
の
間
に
は
君
臣
関
係
が
成
立
す
る
の
だ
が
、
朝
貢
国
は
正
朔
を
奉
じ
た
り
定
め
ら
れ
た
条
件
で
朝
貢
し
た
り
す
る
な
ど
儀
礼
の
手
続
を
履
ん
で
さ
え
い
れ
ば
、
自
主
を
認
め
ら
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
こ
こ
で
成
立
し
て
い
る
君
臣
関
係
は
あ
く
ま
で
儀
礼
的
な
も
の
で
あ
り
、
中
国
側
は
実
質
的
な
支
配
を
及
ぼ
し
て
い
な
か
っ
た
。
朝
貢
国
と
い
っ
て
も
自
国
の
支
配
は
そ
の
国
の
君
主
に
任
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
朝
貢
国
に
も
「
君
主
権
」
は
あ
っ
た
の
で
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「
断
行
ノ
御
処
置
」
次に琉球の統治に関する問題について見ていく。五月十三・十四日の『東京日日」に「東洋政略」
と題する社説が掲載される。同記事ではまず朝鮮と琉球に対する政府のこれまでの外交政策について
論じている。具体的には江華島事件と台湾出兵から琉球処分へといたる過程についてである。同記事
ではこの江華島事件と台湾出兵から琉球処分へといたる過程を「断行ノ御処置」あるいは「断行ノ政
略」と述べ、「断行ノ御処置ハ今日ノ政略上一一欠ク可ラザルモノト成り侍ルコトハ、世人モ親シク目
（魂）
剣
ｂ
い
わ
ゆ
る
「
両
属
」
が
成
り
立
ち
う
る
こ
と
を
述
べ
て
い
た
と
い
う
。
琉
球
は
か
っ
て
ア
メ
リ
カ
な
ど
西
洋
諸
国
と
条
約
を
結
ん
で
お
り
、
西
洋
型
国
際
関
係
に
関
し
て
決
し
て
無
知
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
こ
の
記
事で琉球高官が述べている「君主権」というのも、西洋型の君主権である可能性は否定できない。こ
の
部
分
だ
け
で
琉
球
側
が
ど
の
よ
う
な
「
君
主
権
」
を
意
識
し
て
い
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
少
な
く
と
も
「
是
ま
で通り」の政治体制が維持できるものであったということは確かであろう。しかしながら松田は琉球
側の見解をほぼ全面的に否定した。松田の一一一一口う「君主権」は「上に天子なき者」であり、主権国家を
基礎単位とし、主権者が対内的最高性と対外的独立性もつものを意識しているだろうことはすでに述
べ
た
。
問
題
は
琉
球
側
の
「
君
主
権
」
を
松
田
が
一
方
的
に
否
定
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ヤ
マ
ト
か
ら
し
て
み
れ
ば
琉
球
の
主
張
す
る
「
君
主
権
」
は
認
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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鑿
シ
テ
知
り
居
ル
所
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
『
東
京
日
日
』
は
「
我
政
府
ハ
断
行
ノ
政
略
ヲ
以
テ
、
朝
鮮
・
琉球ヲ処置セラル、ノ、已ム可カラザルモノアルカ上一一、世ノ論者モ亦夕専ラ国威ヲ海外二場ゲント
望
ム
ノ
心
ヨ
リ
シ
テ
、
常
二
琉
球
・
朝
鮮
ノ
事
一
一
関
シ
テ
ハ
、
断
行
ノ
御
処
置
ゾ
ア
レ
カ
シ
ト
恩
フ
ノ
徒
モ
ナ
キ
ニ
ア
ラザルナリ。是し強チニ悪ムベキ所見ニハアラザレドモ、却テ眼光ヲ全局二放チテ東洋ノ形勢ヲ顧ミ
レ
バ
、
大
二
憂
フ
ベ
キ
モ
ノ
ァ
ル
ヲ
其
し
如
何
セ
ン
ャ
」
と
「
断
行
ノ
政
略
」
を
と
る
こ
と
に
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。
「東京日日』によると、現在の国際情勢は「群雄割拠ノ世」であるという。そしてこの国際情勢の中
で
「
能
ク
自
国
ノ
威
権
ヲ
保
チ
得
ン
ト
欲
セ
バ
、
只
能
ク
ソ
ノ
大
勢
ノ
在
ル
所
ヲ
察
シ
テ
、
緩
急
ノ
政
略
ヲ
異
ニ
ス
ル
コ
ト
在
ル
ベ
キ
ナ
リ
」
と
『
東
京
日
日
」
は
判
断
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
「
群
雄
割
拠
」
の
東
ア
ジ
ア
情
勢
に
お
い
て最も注意しなければならないことは「魯西亜ト清国ノ挙止ノ如何」であるとしている。三谷が指摘
す
る
よ
う
に
、
当
時
の
日
本
に
お
い
て
ロ
シ
ア
の
膨
張
政
策
を
中
心
に
据
え
て
世
界
政
治
を
見
る
こ
と
は
馴
染
み
の
あ
（犯）
る
も
の
で
あ
っ
た
。
特
に
、
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
当
時
情
と
ロ
、
ン
ァ
と
の
間
で
は
イ
リ
地
方
を
め
ぐ
る
領
土
問
題
があった。そのことは同時代の新聞各紙においても報じられていた。「東京日日」は露清交渉により
「若シ、彼ノ両国〔清とロシア〕ヲシテ、連衡シテ東向セシムルガ如キコトアラバ、夫ゾ由々シキ大
事
ナ
ル
ベ
シ
」
と
露
清
が
提
携
す
る
こ
と
を
非
常
に
警
戒
し
て
い
る
。
む
し
ろ
「
道
義
上
ヨ
リ
論
ス
レ
バ
ア
ル
マ
ジ
キ
コ
ト
ナ
レ
ド
モ
、
我
邦
ノ
為
二
謀
ル
ニ
ハ
、
両
国
互
二
相
争
フ
コ
ソ
、
我
ガ
利
ナ
レ
」
と
、
露
清
が
争
っ
て
い
た
方
が
日
本
に
と
っ
て
あ
り
が
た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
『
東
京
日
日
』
は
「
此
時
二
当
リ
テ
我
邦
ノ
為
メ
ニ
東
洋
ノ
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〔ママ〕
政
略
ト
申
ス
ベ
キ
ハ
、
清
廷
ノ
親
睦
ノ
厚
キ
ガ
上
ニ
モ
一
層
ノ
厚
キ
ー
プ
加
上
、
唇
歯
ノ
関
係
ヲ
保
ツ
テ
、
以
テ
要
点
ト
ナスコトニゾ侍ルナリ。左レバ、朝鮮・琉球ノ事二付キテ余リニ断行ノ御処置アルハ此政略一一取リテ
其
当
ヲ
得
タ
ル
ヤ
否
ナ
ヲ
知
ル
ー
苦
ム
ナ
リ
」
と
「
断
行
ノ
御
処
置
」
Ⅱ
急
進
的
政
策
を
琉
球
（
と
朝
鮮
）
に
対
し
て
と
る
こ
と
に
対
し
て
疑
義
を
呈
す
る
の
で
あ
る
。
琉
球
に
関
し
て
い
う
と
、
「
琉
球
ハ
已
二
我
内
地
ノ
コ
ト
ナ
レ
バ
、
道
理
上
ヨ
リ
見
レ
バ
、
｜
ノ
県
地
ニ
シ
テ
、
外
交
一
一
関
シ
タ
ル
コ
ト
ハ
少
シ
モ
ナ
キ
モ
ノ
、
ゴ
ト
ク
ナ
レ
ド
モ
、
実
際
一
一
就
テ
論
ス
ル
ト
キ
ハ
、
或
ハ
猶
ホ
我
ガ
王
化
一
一
心
服
セ
ズ
シ
テ
、
望
ヲ
清
廷
二
断
シ
コ
ト
能
ハ
ザ
ル
ノ
輩
ナ
キ
ニ
シ
モアラザルベシ。而シテ、彼レガ是マデ日清二両属シタルハ、弱小ノ強大一一事フル、已ムヲ得ザルモ
ノ
ニ
シ
テ
、
内
政
二
於
テ
ハ
独
立
国
タ
ル
ノ
対
面
ヲ
存
シ
テ
、
礼
楽
刑
政
ト
モ
悉
ク
尚
氏
ヨ
リ
出
テ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
而
ル
ー
、
今
ヤ
我
ガ
断
行
ノ
御
処
置
一
一
遇
上
、
其
君
民
ノ
嘆
キ
悲
ム
コ
ト
例
へ
ン
様
ゾ
ナ
キ
ニ
、
亦
夕
避
二
民
刑
ノ
両
法
ヲ
改
メ
、
慣
習
ヲ
一
時
ニ
破
ル
ガ
如
キ
ノ
断
行
ア
ラ
シ
メ
バ
、
彼
島
民
ハ
其
煩
二
堪
ヘ
ズ
シ
テ
事
変
二
当
ラ
バ
、
如
何ナル事ヲ惹キ出スモ知ル可ラズ。良シャ彼等ノ儒柔ナル敢テソレ程ノ事ヲバ成シ能ハザルモ之ヲ心
服
セ
シ
ム
ル
ハ
難
カ
ル
ベ
シ
」
と
な
る
。
ま
た
、
情
と
の
関
係
か
ら
見
た
場
合
、
情
は
明
治
政
府
が
琉
球
に
対
し
て
「
断
行
ノ
御
処
置
」
を
行
っ
て
い
る
の
を
見ているのに、「此上ニモ断行ノ政略ノミ惟レ用ヰルヲ是法ナリトセバ、恐クハ之ヲ内ニシテハ琉球
ノ
島
民
ヲ
シ
テ
益
々
其
煩
ヲ
厭
ハ
シ
メ
、
之
ヲ
外
ニ
シ
テ
朝
鮮
ノ
君
臣
ヲ
シ
テ
益
々
其
猜
忌
ノ
念
ヲ
増
サ
シ
メ
、
而
シ
テ
又
清
廷
ヲ
シ
テ
更
二
其
ノ
不
快
ヲ
重
ネ
シ
ム
ル
ニ
至
ル
ヤ
必
セ
リ
。
是
し
、
豈
二
東
洋
ノ
政
略
二
於
テ
其
当
ヲ
得
タ
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ル
モ
ノ
ト
謂
フ
ベ
ケ
ン
ヤ
」
と
な
る
。
日
清
提
携
を
重
要
視
す
る
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
情
が
日
本
に
対
し
て
不
信
感
を
抱
く
こ
と
は
避
け
る
べ
き
事
態
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
吾
曹
ハ
、
爾
後
ハ
如
何
ニ
モ
シ
テ
沖
縄
ノ
島
民
ヲ
悦
服
セ
シ
メ
、
朝
鮮
ヲ
シ
テ
早
ク
猜
忌
ノ
恩
ヲ
消
シ
、
清
廷
ヲ
シ
テ
不
快
ノ
念
ヲ
絶
チ
、
親
睦
ノ
交
ヲ
厚
フ
セ
シ
ム
ル
ヲ
以
テ
、
第
一
ノ
要
訣
卜
セ
ラ
レ
ン
コ
ト
ヲ
翼
望
ス
ル
ナ
リ
。
若
シ
能
ク
此
ノ
如
ク
ナ
ル
ヲ
得
（
、
仮
上
此
ノ
東
洋
一
一
一
朝
事
変
ヲ
生
ジ
、
妖
雲
漠
々
ト
シ
テ
亜
細
亜
大
陸
ヲ
覆
圧
ス
ル
ノ
不
幸
ア
ル
モ
、
独
り
我
ガ
旭
日
ノ
旗
彩
ヲ
失
ハ
ザ
ル
ノ
ミ
ナ
ラズ、其機二乗シテ、以テ｜世ヲ風廃スルノ偉業ヲ立ツルモ亦夕敢テ難キー非ザルベキ也」となる。
こ
の
記
事
か
ら
判
断
で
き
る
よ
う
に
、
『
東
京
日
日
』
は
琉
球
（
・
朝
鮮
）
に
対
し
て
穏
健
的
政
策
で
い
く
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
た
だ
し
そ
れ
は
「
清
廷
ノ
親
睦
ノ
厚
キ
ガ
上
ニ
モ
一
層
ノ
厚
キ
ヲ
加
上
、
唇
歯
ノ
関
係
ヲ
保
ツ
テ
、
以
テ
要
点
ト
ナ
ス
コ
ト
ニ
ゾ
侍
ル
ナ
リ
」
と
い
う
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
清
と
の
関
係
を
重
視
す
る
見
方
か
ら
で
あ
っ
た
。
清
の
日
本
に
対
す
る
猜
疑
心
を
減
ら
す
た
め
に
、
琉
球
の
現
状
を
踏
ま
え
た
上
で
、
琉
球
に
対
し
て
強
硬
的
政
策
を
と
り
更
な
る
混
乱
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
よ
り
も
、
穏
健
的
政
策
を
と
る
こ
と
で
人
心
を
安
定
さ
せ
た
方
が
良
い
、
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
人
心
を
安
定
さ
せ
る
た
め
に
漸
進
的
政
策
を
と
る
と
い
っ
て
も
、
それは琉球内部の情勢や住人の感情に配慮しつつも国際関係との兼ね合いでより問題を大きくさせな
い
た
め
に
人
心
を
安
定
さ
せ
る
政
策
が
好
ま
し
か
っ
た
た
め
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
前
章
で
見
た
よ
う
な
、
西
洋
と
対
抗
す
る
た
め
の
日
清
提
携
が
望
ま
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
「
若
シ
、
彼
ノ
両
国
ヲ
シ
テ
、
連
衡
シ
テ
東
向
セ
シ
ム
ル
ガ
如
キ
コ
ト
ア
ラ
バ
、
夫
ゾ
由
々
シ
キ
大
事
ナ
ル
ベ
シ
」
と
あ
る
よ
う
に
清
と
ロ
シ
ア
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琉
球
内
の
状
況
と
も
か
く
も
国
際
関
係
と
の
兼
ね
合
い
で
穏
健
的
政
策
を
と
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
実
際
に
沖
縄
県
政
は
基
本
的
に
旧
慣
温
存
で
す
す
め
ら
れ
て
い
く
の
だ
が
、
果
し
て
目
的
通
り
人
心
は
安
定
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
六
月
三
日
の
「
東
京
日
日
』
に
は
「
何
事
も
止
む
を
得
ざ
る
の
ほ
か
ハ
先
づ
故
例
旧
慣
に
拠
り
て
施
行
せ
ら
る
、
ゆ
ゑ
に
昨
今
ハ
お
の
ノ
ー
そ
の
堵
に
安
ん
じ
た
る
模
様
な
り
」
と
あ
り
、
旧
慣
温
存
策
に
よ
っ
て
人
心
が
安
定
し
て
い
る
様
を
書
い
て
い
る
。
同
記
事
で
は
「
租
税
の
延
期
に
付
き
人
民
よ
り
歎
願
す
ろ
も
の
あ
れ
（
、
能
く
其
情
実
を
調
べ
て
即
座
に
聞
届
け
らる、などハ誠に旧藩の頃と違ひて寛仁の御沙汰なり、と悦ぶもの多し」とあり、新政治を悦ぶ人び
と
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
だ
け
見
る
と
人
心
は
安
定
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
し
か
し
、
琉
球
内
の
人
々
が
皆
、
明
治
政
府
に
よ
る
支
配
を
喜
ん
で
い
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
六
月
十
日
か
ら
十
二
日
に
か
け
て
、
『
郵
便
報
知
』
に
沖
縄
在
住
の
商
人
か
ら
の
書
面
と
い
う
形
で
琉
球
諸
島
の
内
情
を
詳
細
に
記
し
た
も
の
が
掲
載
さ
れ
る
。
そ
こ
に
は
ま
ず
旧
琉
球
王
国
の
役
人
層
の
党
派
に
つ
い
て
「
党
派
幾
色
に
も
分
れ
、
偏
へ
に
清
国
を
慕
ふ
者
も
あ
れ
（
、
日
本
こ
そ
我
が
従
ふ
べ
き
国
な
り
、
と
仰
ぐ
も
あ
り
」
と
少
な
く
と
も
が
提
携
す
る
こ
と
も
懸
念
し
て
い
た
。
西
洋
に
対
抗
す
る
た
め
に
日
清
提
携
を
推
し
進
め
る
以
上
、
琉
球
問
題
で
清
と
の
関
係
が
破
綻
し
、
情
が
ロ
シ
ア
と
提
携
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
は
避
け
る
べ
き
事
態
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
の穏健論というのは当時の外交関係と深く結びついたものだったといえよう。
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二
派
に
分
か
れ
て
い
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
そ
の
中
に
は
「
今
更
藻
掻
く
時
ハ
却
て
お
為
筋
相
成
ら
す
」
と
い
う
の
も
あ
れ
ば
「
斯
る
場
合
に
立
至
り
た
る
ハ
旧
三
司
官
の
取
計
ひ
悪
敷
故
ぞ
、
此
上
の
念
晴
し
、
彼
奴
等
が
息
の
根
と
め
て
呉
れ
ん
と
緯
め
く
あ
り
」
と
か
な
り
過
激
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
も
の
も
い
る
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
同
記
事
で
は
役
人
に
関
し
て
「
間
切
の
役
人
ハ
内
務
省
御
用
掛
兼
下
知
役
已
下
を
申
付
け
ら
れ
た
れ
ど
も
、
｜
人
も
お
請
を
致
す
も
の
な
き
や
に
て
、
風
聞
に
て
ハ
、
松
田
君
が
三
司
官
を
呼
出
し
に
な
り
親
し
く
説
諭
あ
り
し
に
て
、
漸
く
那
覇
・
親
見
世
の
旧
役
人
ハ
内
務
省
御
用
掛
兼
下
知
役
已
下
を
お
受
な
し
日
々
出
勤
な
す
と
の
こ
と
な
り
」
と
あ
る
。
ど
う
や
ら
琉
球
諸
島
の
統
治
に
関
し
て
明
治
政
府
は
旧
来
の
役
人
を
そ
の
ま
ま
使
う
こ
と
に
し
た
の
だ
が
、
旧
役
人
は
抵
抗
し
、
三
司
官
と
い
う
役
人
の
最
上
層
が
説
諭
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
よ
う
や
く
政
府
の
命
令
に
従
う
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
「
一
般
人
民
ハ
穏
和
に
静
ま
り
た
れ
ど
、
特
り
那
覇
の
士
族
ハ
｜
般
清
国
へ
渡
航
な
し
度
旨
三
司
官
へ
申
出
た
れ
ど
、
一
一
一
司
官
ハ
勝
手
に
し
ろ
と
云
放
し
た
り
」
そ
し
て
「
此
族
ハ
日
々
支
那
よ
り
救
（羽）
援
あ
る
筈
と
申
居
る
由
」
と
、
一
二
司
官
は
説
諭
し
て
政
府
の
命
令
に
従
う
よ
う
に
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
依
然
と
し
て
、
特
に
那
覇
の
旧
役
人
層
に
、
情
に
請
願
し
よ
う
と
す
る
者
た
ち
が
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
に
士
族
層
の
中
に
必
ず
し
も
ヤ
マ
ト
の
支
配
に
従
わ
な
い
も
の
た
ち
が
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
「
当
地
の
士
族
輩
ハ
君
臣
の
情
誼
杯
と
立
派
な
る
議
論
す
る
者
も
あ
れ
ど
、
全
く
ハ
内
地
の
維
新
以
来
改
革
の
情
態
を
聞
及
ひ
て
若
し
変
革
の
処
分
に
従
は
、
自
家
の
活
計
上
に
如
何
な
る
困
難
が
生
す
る
や
、
と
只
顧
憂
慮
す
る
の
外
な
し
と
察
せ
ら
る
」
と
『
郵
便
報
知
』
は
判
断
し
て
い
る
。
一
方
、
一
般
の
人
々
に
つ
い
て
は
「
平
民
ハ
従
来
圧
制
苛
税
に
苦
め
ら
れ
、
且
つ
与
論
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島
等
へ
往
復
し
て
同
地
辺
と
琉
球
と
の
租
税
の
厚
薄
を
知
る
者
多
け
れ
へ
早
く
沖
縄
県
庁
の
政
令
の
出
を
待
つ
が
如
（羽）
し」と述べ、明治政府による統治に期待していると『郵便報知』は述べている。
三司官という琉球の旧役人層でも最上級に位置する者たちの説諭により政府に従うようになった。
こ
れ
は
ヤ
マ
ト
側
か
ら
し
て
み
れ
ば
琉
球
側
の
反
発
に
対
し
て
一
応
の
決
着
が
み
ら
れ
た
と
感
じ
ら
れ
よ
う
。
に
も
か
かわらず依然として政府の方針に反発する役人層が存在していた。しかも「郵便報知』によれば彼等
が
こ
の
よ
う
に
反
発
す
る
の
は
「
自
家
の
活
計
上
に
如
何
な
る
困
難
が
生
ず
る
や
」
と
い
う
自
己
の
生
活
上
の
懸
念
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
自
分
の
生
活
維
持
の
た
め
に
琉
球
の
士
族
層
の
一
部
は
明
治
政
府
の
支
配
に
反
発
し
た
と
見
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
で
は
こ
の
よ
う
に
明
治
政
府
に
反
発
す
る
も
の
た
ち
は
琉
球
の
多
数
派
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
先
に
引
用
し
た
『
郵
便
報
知
』
の
記
事
で
は
「
特
り
那
覇
の
士
族
ハ
｜
般
清
国
へ
渡
航
な
し
度
旨
三
司
官
へ
申
出
たれど」と、情への亡命を請願したのは那覇の士族のみであると判断していた。また「東京日日」の
十
月
三
十
日
の
記
事
に
は
「
沖
縄
の
民
情
ハ
廃
藩
置
県
の
際
に
ハ
一
時
恂
々
た
り
し
も
の
、
如
く
な
り
し
も
。
其
の
ち
追
冒
新
政
を
施
行
せ
ら
る
、
に
随
ひ
て
其
寛
仁
な
る
を
覚
え
、
ま
す
ノ
ー
徳
澤
を
被
ら
ん
、
と
慕
ふ
の
色
あ
り
。
世
評
に
は
士
族
ハ
頑
強
に
し
て
、
或
ハ
支
那
に
従
ひ
、
或
ハ
藩
屏
を
維
持
せ
ん
、
と
の
党
論
も
あ
り
、
な
ど
、
云
ひ
し
が
、
然
る
説
を
唱
ふ
る
も
の
ハ
誠
に
蓼
ミ
に
て
、
ま
づ
士
族
を
十
分
し
て
申
さ
（
其
の
一
分
は
日
清
の
間
に
介
立
せ
ん
と
主
張
し
、
一
分
は
こ
れ
に
感
化
せ
ら
れ
て
此
の
説
に
付
和
し
、
他
の
八
分
ハ
み
な
我
が
政
治
に
服
従
す
る
も
の
な
り
」
と
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４
「
愛
国
心
」
と
琉
球
批
判
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ま
で
見
た
よ
う
な
琉
球
の
姿
勢
に
つ
い
て
ヤ
マ
ト
・
メ
デ
ィ
ア
の
読
者
は
ど
の
よ
う
に
見
た
の
だ
ろ
う
か
。
八
月
一
日
の
「
東
京
曙
」
に
多
賀
海
平
な
る
も
の
に
よ
る
「
告
故
琉
球
人
」
と
題
す
る
投
書
が
掲
載
さ
れ
る
。
当
時
は
主
に
新
聞
に
よ
っ
て
し
か
琉
球
の
事
情
を
知
り
得
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
の
投
書
は
琉
球
に
関
す
る
報
道
に
対
す
る
ヤ
マ
ト
の
読
者
層
の
反
応
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
〔ママ〕
この投書で多賀は「琉球国沖縄県人民ハ我日本国人民ニァラズャ。我人民タルバ何ヲ以テ我人民ノ
形状ヲナサズシテ依然故琉球国人ノ風ヲ固守スルヤ。豈奇怪ノ至リナラズヤ」と述べ、旧来の慣習を
依
然
と
し
て
守
ろ
う
と
す
る
琉
球
人
の
姿
を
「
奇
怪
ノ
至
り
」
だ
と
批
判
す
る
。
更
に
「
沖
縄
県
民
ハ
乃
チ
我
ガ
国
民
ナリ。我国民ニシテ一種異様ノ風俗ヲナシテ、好テ故態ヲ株守スルハ是レ日本政府ノ制度ヲ奉セザル
ナリ。我国士一一住シ、我粟ヲ食上、而シテ其ノ制度ヲ奉セザルーー至テハ夫し之ヲ名ケテ何トー一一一ロハン
あ
る
。
明
治
政
府
に
よ
る
琉
球
支
配
に
反
発
す
る
も
の
は
確
か
に
存
在
し
て
い
た
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
は
ヤ
マ
ト
・
メ
ディアにおいても報道され、そのことを通じてヤマト側の読者は琉球の中に新政府に反発する勢力が
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
ヤ
マ
ト
・
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
は
、
そ
の
明
治
政
府
に
反
発
す
る
勢
力
に
関
し
て
は
あ
く
ま
で
少
数
派
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
述
べ
て
い
た
。
つ
ま
り
反
対
勢
力
が
い
る
に
し
て
も
そ
れ
は
ご
く
小
さ
な
問
題
で
あ
り
、
琉
球
統
治
全
体
と
し
て
は
問
題
な
く
進
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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乎
」
ま
た
「
琉
球
タ
ル
モ
ノ
断
然
支
那
ト
絶
シ
我
二
服
従
シ
テ
他
意
ナ
カ
ル
ベ
キ
ー
「
猶
ホ
之
ヲ
徳
ト
セ
ズ
、
又
書
ヲ
海
外
諸
国
ノ
公
使
ニ
贈
り
、
我
ガ
版
籍
ヲ
脱
セ
ン
ト
ス
。
其
書
又
我
ヲ
誹
誇
ス
ル
モ
ノ
多
突
。
然
し
ド
モ
政
府
ノ
寛
典
ナ
ル
、
其
罪
ヲ
罪
ト
セ
ズ
、
只
海
内
情
勢
邦
土
ノ
政
略
ニ
拠
り
廃
藩
置
県
二
止
マ
リ
其
主
ヲ
華
族
二
列
シ
、
邸
宅
ヲ
賜
テ之ヲ寵遇ス。政府ノ寛仁、此ノ如クナルニ、琉球人民二於テ何ノ足ラザル所アッテカ我制度ヲ奉ゼ
ズシテ故態一一株守スルコトヲ之レ為スヤ」と、明治政府の支配に従わない琉球の態度を難詰する。
ま
た
こ
の
投
書
で
特
徴
的
な
の
は
、
「
愛
国
心
」
、
す
な
わ
ち
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
観
点
か
ら
琉
球
批
判
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
多
賀
は
「
故
琉
球
、
今
ノ
沖
縄
県
民
モ
亦
日
本
国
民
タ
レ
バ
応
サ
一
一
我
輩
ト
共
二
愛
国
心
ヲ
含
有
ス
ル
ナ
ラ
ン
。
其
愛
国
心
ハ
異
様
ヲ
以
テ
是
ナ
リ
ト
ス
ル
カ
。
又
一
様
ヲ
以
テ
非
ナ
リ
ト
ス
ル
カ
。
若
シ
昔
時
ノ
琉
球
国
二
於
テ
其
ノ
人
民
ガ
日
本
服
ヲ
服
シ
、
又
支
那
ノ
豚
尾
頭
ヲ
ナ
ス
モ
其
ノ
国
民
タ
ル
モ
ノ
ハ
心
二
快
シ
ト
ス
ル
カ
。
既
二
我
レ
ニ
臣
民
ダ
ル
以
上
ハ
我
二
異
様
タ
ラ
（
我
輩
何
ソ
快
ト
ス
ル
ヲ
得
ン
ヤ
。
夫
レ
然
リ
。
然
ル
ト
キ
ハ
我
輩
ト
共二制度ヲ奉ズベキ人民一一シテ我輩二異様ニシテ廃跡ヲ守ハ我国ノ体面二関シ外国ノ笑ヲ招クニ至ル
ベキヤ必然ナリ。此ノ如キハ愛国心一一乏シキ人民ト言ハザルヲ得ズ」であり、よって琉球人は「一人
我
政
府
行
政
ノ
罪
人
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
我
々
人
民
体
面
ノ
罪
人
タ
リ
」
と
述
べ
る
。
「
其
愛
国
心
ハ
異
様
ヲ
以
テ
是
ナ
リ
ト
ス
ル
ヵ
。
又
一
様
ヲ
以
テ
非
ナ
リ
ト
ス
ル
カ
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
多
賀
は
「
愛
国
心
」
あ
る
も
の
は
「
異
様
」
で
は
な
く
二
様
」
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
多
賀
は
「
統
一
さ
れ
た
均
質
な
国
民
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
国
家
」
を
意
識
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
「
夫
レ
然
リ
。
然
ル
ト
キ
216
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ハ
我
輩
卜
共
二
制
度
ヲ
奉
ズ
ベ
キ
人
民
ニ
シ
テ
我
輩
二
異
様
ニ
シ
テ
廃
跡
ヲ
守
ハ
我
国
ノ
体
面
二
関
シ
外
国
ノ
笑
ヲ
招
ク
」
や
「
我
々
人
民
体
面
ノ
罪
人
タ
リ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
多
賀
は
外
国
、
恐
ら
く
西
洋
諸
国
、
か
ら
日
本
が
ど
の
よ
う
に
見
ら
れ
て
し
ま
う
の
か
を
強
く
意
識
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
多
賀
の
観
点
に
よ
れ
ば
、
「
外
国
ノ
笑
ヲ
招
」
か
な
い
た
め
に
は
、
日
本
は
統
一
さ
れ
た
均
質
な
国
民
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
国
家
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
琉
球
の
態
度
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
旧
来
の
慣
習
や
制
度
を
依
然
と
し
て
保
持
し
て
い
る
。
ま
た
、
｜
部
の
人
々
は
明
治
政
府
の
命
令
に
従
わ
ず
、
清
へ
と
亡
命
し
王
国
の
復
活
を
求
め
て
い
る
。
つ
ま
り
「
異
様
」
な
の
で
あ
る
。
多
賀
は
明
治
政
府
が
寛
大
な
措
置
を
と
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
琉
球
が
反
抗
的
な
（
と
見
ら
れ
る
）
態
度
を
と
っ
て
い
る
こ
と
を
論
難
す
る
。
同
時
に
、
日
本
内
に
琉
球
の
よ
う
な
「
異
様
」
な
存
在
が
あ
る
こ
と
は
「
外
国
ノ
笑
ヲ
招
ク
」
こ
と
に
も
つ
な
が
る
と
い
う
点
か
ら
、
琉
球
を
激
し
く
非
難
し
た
の
で
あ
る
。
実
際
に
は
旧
慣
温
存
政
策
を
決
め
た
の
は
明
治
政
府
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
先
に
も
見
た
よ
う
に
「
東
京
日
日
』
は
統
治
上
の
観
点
か
ら
旧
慣
温
存
政
策
を
支
持
し
て
い
た
。
そ
の
背
景
に
西
洋
に
対
抗
す
る
た
め
に
は
日
清
提
携
が
必
要
で
あ
り
、
対
琉
球
政
策
に
お
い
て
問
題
を
起
こ
し
日
清
問
で
争
い
を
起
こ
す
こ
と
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
考
え
が
あ
っ
た
の
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。
ま
た
、
琉
球
内
に
ヤ
マ
ト
支
配
に
従
わ
な
い
者
た
ち
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
に
関
し
て
も
、
ヤ
マ
ト
・
メ
デ
ィ
ア
の
多
く
は
、
彼
ら
は
あ
く
ま
で
少
数
派
で
あ
り
、
全
体
と
し
て
は
統
治
上
問
題
は
（躯）
な
い
、
と
し
て
い
た
。
『
東
京
曙
』
も
「
〔
琉
球
の
〕
人
民
至
て
穏
和
に
し
て
毫
も
不
平
の
色
を
な
す
者
な
し
」
と
述
べ
て
お
り
、
琉
球
内
に
は
ヤ
マ
ト
支
配
に
反
発
す
る
も
の
が
い
な
い
と
し
て
い
た
。
少
数
派
な
の
だ
か
ら
、
琉
球
内
に
ヤ
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マ
ト
支
配
に
反
発
す
る
者
が
い
て
も
さ
ほ
ど
問
題
視
し
な
い
、
と
い
う
の
が
ヤ
マ
ト
・
メ
デ
ィ
ア
の
基
本
的
な
姿
勢
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
穏
健
な
報
道
の
中
か
ら
、
強
烈
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
持
つ
も
の
は
、
ヤ
マ
ト
に
抵
抗
す
る
琉
球
像
を
構
築
し
、
激
し
い
琉
球
批
判
を
展
開
し
た
の
で
あ
る
。
多
賀
か
ら
す
れ
ば
、
例
え
少
数
で
あ
っ
て
も
、
明
治
政
府
に
よ
る
支
配
に
反
発
す
る
も
の
が
存
在
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
明
治
政
府
は
琉
球
に
対
し
「
罪
ヲ
罪
ト
」
し
な
い
寛
大
な
政
策
を
と
っ
て
い
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
琉
球
は
「
我
制
度
ヲ
奉
ゼ
ズ
シ
テ
故
態
」
を
保
持
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
琉
球
の
態
度
を
、
多
賀
は
、
明
治
政
府
に
対
す
る
背
信
行
為
で
あ
る
と
考
え
た
。
ま
た
、
琉
球
の
態
度
は
、
多
賀
の
望
む
均
質
な
統
一
さ
れ
た
国
民
か
ら
は
か
け
離
れ
た
「
異
様
」
な
も
の
で
あ
っ
た
。
琉
球
の
よ
う
な
、
日
本
の
勢
力
内
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
政
府
に
反
抗
す
る
「
異
様
」
な
存
在
が
あ
る
こ
と
は
「
我
国
ノ
体
面
二
関
シ
外
国
ノ
笑
ヲ
招
ク
」
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。
多
賀
は
、
新
聞
報
道
か
ら
、
琉
球
は
ヤ
マ
ト
に
反
抗
し
、
ヤ
マ
ト
の
体
面
を
傷
つ
け
る
存
在
で
あ
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
構
築
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
構
築
さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ
を
元
に
、
多
賀
は
琉
球
に
対
す
る
激
し
い
批
判
を
展
開
し
た
の
で
あ
る
。
報
道
は
穏
健
な
も
の
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
琉
球
Ⅱ
「
異
様
」
あ
る
い
は
琉
球
Ⅱ
反
ヤ
マ
ト
的
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
構
築
さ
れ
、
激
し
い
琉
球
批
判
に
つ
な
が
る
可
能
性
、
素
地
が
琉
球
処
分
直
後
の
時
期
に
す
で
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
こ
の
報
道
が
琉
球
内
部
に
関
す
る
報
道
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
僅
か
三
ヵ
月
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
の
短
期
間
で
報
道
内
容
か
ら
ヤ
マ
ト
に
反
抗
す
る
琉
球
と
い
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琉
球
処
分
に
関
し
て
ヤ
マ
ト
・
メ
デ
ィ
ア
は
清
側
の
見
解
を
一
方
的
に
否
定
し
た
。
そ
の
際
に
西
洋
側
が
琉
球
処
分
の
正
当
性
を
認
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
。
日
本
に
と
っ
て
西
洋
は
外
交
の
論
理
に
お
い
て
依
拠
す
べ
き
存
在
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
ヤ
マ
ト
・
メ
デ
ィ
ア
は
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
西
洋
の
勢
力
拡
大
に
対
す
る
危
機
感
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
。
そ
れ
は
当
時
の
東
ア
ジ
ア
に
対
す
る
西
洋
の
態
度
な
ど
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
西
洋
に
対
す
る
危
機
感
は
、
西
洋
に
対
抗
す
る
た
め
の
日
清
提
携
を
模
索
す
る
戦
略
に
つ
な
が
る
。
日
本
に
と
っ
て
西
洋
は
、
外
交
の
論
理
と
し
て
依
拠
す
べ
き
存
在
で
あ
る
と
同
時
に
、
文
化
的
・
政
治
的・経済的に対抗すべき存在でもあった。
一
方
、
琉
球
内
部
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。
ヤ
マ
ト
・
メ
デ
ィ
ア
は
琉
球
内
に
ヤ
マ
ト
支
配
に
反
発
す
る
勢
力
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
特
に
西
洋
と
の
関
係
で
、
ヤ
マ
ト
・
メ
デ
ィ
ア
は
日
清
問
で
琉
球
を
め
ぐ
っ
て
争
い
が
起
き
る
こ
と
を
忌
避
し
た
。
琉
球
に
対
し
て
急
進
的
な
政
策
を
と
っ
て
琉
球
内
の
反
発
が
大
き
く
な
うイメージを構築するようになったということは、それだけヤマト・メディアの報道が効率的・効果
的
に
読
者
に
沖
縄
観
を
感
得
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
更
に
こ
れ
ほ
ど
の
短
期
間
で
琉
球
に
対
す
る
感
情
が
形
成
さ
れ
る
ほ
ど
、
琉
球
に
対
す
る
関
心
も
高
か
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
む
す
び
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り
、
日
清
間
で
琉
球
を
め
ぐ
る
争
い
に
発
展
す
る
こ
と
は
避
け
る
べ
き
事
態
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
ヤ
マ
ト
・
メ
デ
ィ
ア
は
旧
慣
温
存
政
策
を
支
持
し
、
ま
た
琉
球
内
の
反
ヤ
マ
ト
的
勢
力
に
関
し
て
も
、
あ
く
ま
で
少
数
派
で
あ
り
統
治
上
は
問
題
な
い
と
し
た
。
明
治
政
府
が
寛
容
な
政
策
を
と
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
琉
球
は
旧
来
の
慣
習
を
保
持
し
、
ま
た
ヤ
マ
ト
の
制
度
に
従
わ
な
か
っ
た
。
強
烈
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
は
、
琉
球
の
こ
の
よ
う
な
姿
勢
を
政
府
に
対
す
る
背
信
行
為
で
あ
る
と
考
え
た
。
ま
た
、
例
え
少
数
派
で
あ
っ
て
も
、
琉
球
内
に
反
ヤ
マ
ト
的
勢
力
が
存
在
す
る
こ
と
は
許
き
れ
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
琉
球
内
に
反
ヤ
マ
ト
的
勢
力
Ⅱ
「
異
様
」
な
存
在
が
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
日
本
が
西
洋
に
侮
ら
れ
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。
琉
球
は
「
愛
国
心
一
一
乏
シ
キ
人
民
」
で
あ
り
「
我
政
府
行
政
ノ
罪
人
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
我
々
人
民
体
面
ノ
罪
人
」
と
い
う
極
論
が
あ
ら
わ
れ
る
。
新
聞
報
道
は
穏
健
な
も
の
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
琉
球
Ⅱ
「
異
様
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
、
あ
る
い
は
琉
球
は
ヤ
マ
ト
に
反
発
す
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
新
聞
報
道
か
ら
選
択
さ
れ
た
諸
記
事
の
上
に
構
築
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
素
地
が
、
琉
球
処
分
か
ら
半
年
も
た
た
な
い
う
ち
に
す
で
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
時
期
に
構
築
さ
れ
た
琉
球
Ⅱ
「
異
様
」
あ
る
い
は
琉
球
Ⅱ
反
ヤ
マ
ト
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
、
以
後
琉
球
が
苦
し
む
こ
と
に
な
る
ヤ
マ
ト
に
反
抗
す
る
琉
球
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
作
ら
れ
る
最
初
の
ス
テ
ッ
プ
と
な
っ
た
。
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〆￣へ－
１註、－〆￣「琉球処分」の時期をいつまでとするのか、という点に関してはさまざまな議論がある。例えば琉球処分研
究を牽引した金城正篤はその時期を一八七二年の琉球藩設置から一八七九年の沖縄県設置を経て一八八○
年
に
い
わ
ゆ
る
改
約
分
島
案
が
発
生
し
終
息
す
る
ま
で
と
し
て
い
る
（
金
城
正
篤
『
琉
球
処
分
論
」
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
、
一九七八年）。また、我部政男は琉球藩設置から明治一四年政変までをその時期としている（我部政男「琉
球から沖縄へ」「岩波講座日本通史」第一六巻、岩波書店、一九九四年、’四三頁）。近年では森宣雄が琉
球藩設置から沖縄県設置までを〈廃琉置県過程〉、そして「最終的に琉球の政治権力が日本国家への参入を
受
け
容
れ
、
相
互
的
に
琉
球
の
併
合
が
完
成
さ
れ
る
」
ま
で
を
〈
琉
球
併
合
過
程
〉
と
し
、
一
八
九
五
年
か
ら
九
七
年
に
か
け
て
行
わ
れ
た
公
同
会
運
動
ま
で
を
琉
球
処
分
の
時
期
と
し
て
い
ろ
（
森
宣
雄
「
琉
球
は
「
処
分
」
さ
れ
た
か
ｌ
近
代
琉
球
対
外
関
係
史
の
再
考
ｌ
」
「
歴
史
評
論
」
六
○
三
三
○
○
○
年
）
．
藍
た
西
里
喜
行
は
一
八
七
九
年
の
沖
縄
県
設
置
を
「琉球処分」と呼ぶことは不適切であるとして、「廃琉置県」という用語を使っている（安里進他編「県史
〃沖縄県の歴史」山川出版社、二○○四年、二一一一四頁。西里喜行「清末中琉日関係史の研究』京都大学
学術出版会、二○○五年、二九六頁）。
確
か
に
、
沖
縄
県
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
の
み
を
も
っ
て
琉
球
が
「
処
分
」
さ
れ
た
、
と
い
う
こ
と
に
は
問
題
が
あ
る
。
実
際
に
は
沖
縄
県
設
置
後
も
、
琉
球
内
で
様
々
な
反
発
が
あ
っ
た
。
琉
球
王
国
復
活
を
願
っ
て
清
国
へ
亡
命
し
、
請
願
す
る
行
為
な
ど
は
そ
の
典
型
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
行
政
の
面
か
ら
見
て
も
、
沖
縄
県
が
設
置
さ
れ
た
後
も
旧
来
の
制
度
は
維
持
さ
れ
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て
い
た
（
旧
慣
温
存
政
策
）
。
沖
縄
県
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
琉
球
の
「
ヤ
マ
ト
化
」
が
終
結
し
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
沖
縄
県
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
名
目
的
に
は
琉
球
王
国
が
滅
ん
だ
と
い
う
こ
と
は
事
実
で
あ
る
し
、
ま
た
琉
球
の
あ
り
方
を
主
体
的
に
決
定
で
き
た
の
は
あ
く
ま
で
明
治
政
府
で
あ
っ
た
、
と
い
う
の
も
確
か
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
の
琉
球
藩
設
置
以
降
の
、
琉
球
諸
島
を
ヤ
マ
ト
化
す
る
過
程
を
象
徴
す
る
、
と
い
う
意
味
で
、
一
八
七
九
年
の
沖
縄
県
設
置
を
「
琉
球
処
分
」
と
便
宜
的
に
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
（２）沖縄と対置する言葉として「本土」「内地」「日本」を使用すると、沖縄は地理的区分としてのみならず、
議論の前提となる関係の認識においてそれらと切り離された「外地」とならざるをえない。つまり沖縄は
「
日
本
」
の
「
外
」
に
置
か
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
公
同
会
運
動
な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
主
に
日
清
戦
争
後
に
な
る
と
、
沖
縄
は
そ
れ
ま
で
の
「
日
本
」
と
の
歴
史
的
・
政
治
的
関
係
の
集
積
か
ら
「
日
本
」
の
「
内
」
で
あ
る
こ
と
を
示
そ
う
と
し
て
き
た
。
し
か
し
一
方
で
、
そ
の
歴
史
過
程
は
沖
縄
が
「
日
本
」
の
「
外
」
に
あ
る
こ
と
を
顕
示
す
る
も
の
でもあった。このことを鑑みると、沖縄を一方的に「日本」の「外」に位置づける言葉を使用することは、
少なくとも「日本」の「内」であることを示そうとする沖縄の営為を無化するという意味で適切さを欠く
のではないだろうか。そこで筆者は「いわゆる「本土」を、それを相対化する意味を込めて沖縄でよく用
いられる称呼」（鹿野政直「沖縄の淵ｌ伊波普猷とその時代１１」岩波書店、’九九三年：Ⅶ頁）である
「ヤマト」という言葉を使用し、また「ヤマト」で刊行されていた新聞類を「ヤマト・メディア」と総称す
る
○
222
Hosei University Repository
（
３
）
岡
義
武
「
明
治
初
期
の
自
由
民
権
論
者
の
眼
に
映
じ
た
る
当
時
の
国
際
情
勢
」
（
『
岡
義
武
著
作
集
」
第
六
巻
、
岩
波
書
店
、
一九九三年、所収）。
（４）比屋根照夫『自由民権思想と沖縄』研文出版、一九八二年。
（５）三谷博「「アジア」概念の受容と変容」（渡辺浩・朴忠錫編『韓国・日本・「西洋」その交錯と思想変容』慶
應義塾大学出版会、二○○五年）。
（６）塩出浩之「琉球処分をめぐる日本の新聞論議」『政策科学・国際関係論集」第九号、二○○七年三月、同
「
’
八
八
○
年
前
後
の
日
中
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
争
ｌ
琉
球
併
合
ア
ジ
ア
相
互
イ
メ
ー
ジ
」
（
劉
摩
川
島
真
編
「
対
立
と
共
存
の
歴
史
認
識
Ｉ
日
中
関
係
一
五
○
年
」
東
京
大
学
出
版
会
、
二
○
｜
三
年
）
．
（
７
）
沖
縄
本
島
ｌ
大
隅
半
島
間
の
海
底
電
信
敷
設
が
完
了
し
た
の
は
、
日
清
戦
争
後
の
一
八
九
六
年
九
月
の
こ
と
で
あ
る
．
更
に
沖
縄
本
島
か
ら
石
垣
島
を
経
由
し
て
台
湾
に
い
た
る
海
底
電
信
敷
設
が
完
了
し
た
の
は
一
八
九
七
年
五
月
三
○
日
で
あ
っ
た
．
島
田
勝
也
「
明
治
政
府
の
沖
縄
へ
の
海
底
電
信
敷
設
に
関
す
る
考
察
ｌ
沖
縄
丸
の
軌
跡
ｌ
」
「
地
域
研
究
」
’
○
号
、
二
○
｜
二
年
。
（８）以下は主に稲田雅洋『自由民権の文化史」筑摩書房、二○○○年、によった。
（
９
）
佐
々
木
隆
「
日
本
の
近
代
Ⅲ
メ
デ
ィ
ア
と
権
力
』
中
央
公
論
社
、
’
九
九
九
年
、
六
八
～
七
二
頁
。
（
辺
稲
田
、
前
掲
注
（
８
）
書
、
’
○
八
頁
。
塩
出
「
琉
球
処
分
を
め
ぐ
る
日
本
の
新
聞
論
議
」
五
八
頁
。
（
ｕ
）
團
藤
充
己
「
『
東
京
日
日
新
聞
』
の
「
御
用
」
化
に
関
す
る
一
考
察
ｌ
「
大
政
官
記
事
印
行
御
用
」
の
再
検
討
ｌ
」
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（二○一一一一年三月メディア史研究会月例会報告）。
（Ｅ）稲田、前掲注（８）書、二八頁。
（田）稲田、同前、九○頁。
（Ⅲ）一八七二年、イギリス商人のアーネスト・メジャー（向日①の（三巴日）が創刊。「編集と経営の仕事は中国人
が分担し、「中国人の耳と目」を標傍していたものの、基本的には西洋人の利益となっていた新聞」（卓南
生
「
中
国
近
代
新
聞
成
立
史
」
ペ
リ
か
ん
社
、
’
九
九
○
年
、
二
二
九
頁
）
。
（旧）以上、『郵便報知』’八七九（明治十二）年五月二日。なお、特に指摘しない限り、本稿で引用する記事は
全
て
一
八
七
九
年
の
も
の
で
あ
る
。
（咀）以上、『郵便報知」五月三日。
（Ⅳ）『郵便報知」五月二日。
（旧）以上、『東京日日」五月五日。
（四）王餡が一八七四年一月五日に創刊した新聞。王餡（’八二八～九七）は蘇州の生まれ。。般に「香港にお
け
る
書
記
の
中
国
系
諸
新
聞
の
発
展
に
尽
し
た
主
要
人
物
」
と
し
て
知
ら
れ
、
「
中
国
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
父
」
と
も
評
さ
れ
る
」
人
物
。
西
里
、
前
掲
注
（
１
）
書
、
第
三
編
、
附
章
Ⅱ
。
（卯）以上、「郵便報知」六月一一十三日。
（Ⅲ）以上、「東京日日」八月六日社説「支那ノ関係」。なお、自称が「我輩」となっていることからこの社説の
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執
筆
者
は
福
地
源
一
郎
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
（助）以上、「郵便報知』八月三十日。
（昭）以上、『東京日日」七月二日「倫敦タイムス抄訳琉球処分」。
（別）以上、『郵便報知』九月一日社説「日清ノ交渉」。
（妬）『郵便報知』九月二日社説「日清ノ交渉」。
（肥）以上、『東京日日』九月二日社説「琉球ノ関繋」。
（刀）佐藤誠三郎「幕末・明治初期における対外意識の諸類型」（同「「死の跳躍」を越えて』〔新版〕、千倉書房、
二○○九年）、松本三之介『近代日本の中国認識』以文社、二○一一年、七○～七一頁、七八頁。塩出浩之
「
征
雫
問
罪
公
論
ｌ
江
華
島
事
件
後
の
対
朝
鮮
政
策
を
め
ぐ
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
争
」
（
坂
本
一
章
五
百
旗
頭
薫
編
『
日
本
政
治
史
の
新
地
平
』
吉
田
書
店
、
二
○
一
三
年
）
九
八
頁
。
（肥）坂野正高「近代中国政治外交史』東京大学出版会、一九七一一一年、一一一二五～三一一一一一頁。
（
別
）
ま
た
、
日
本
の
西
洋
に
対
す
る
劣
等
意
識
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
も
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
佐
藤
、
前
掲
注
（〃）論文。
（釦）三谷博他編「大人のための近現代史四世紀編』東京大学出版会、二○○九年、九～一一一一頁。
（Ⅲ）西里、前掲注（１）書、三一頁。
（兜）一一一谷、前掲注（５）論文、二一六頁。当然ながら、当時のロシアの対外政策についても意識しておかなけ
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れ
ぱ
な
ら
な
い
。
ロ
シ
ア
は
そ
の
南
下
政
策
で
イ
ギ
リ
ス
と
対
抗
し
て
い
た
。
露
士
戦
争
や
ア
フ
ガ
ン
戦
争
は
そ
の
現
れ
で
あ
る
。
当
初
ロ
シ
ア
は
イ
ン
ド
を
狙
っ
て
い
た
た
め
、
イ
ギ
リ
ス
と
争
う
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
が
、
日
本
か
ら
す
れ
ば
ロ
シ
ア
の
関
心
が
ア
ジ
ア
に
移
る
こ
と
は
大
き
な
懸
念
材
料
で
あ
っ
た
。
ま
た
イ
ギ
リ
ス
系
の
メ
デ
ィ
ア
の
存
在
が
ロ
シ
ア
へ
の
関心をより高めたという側面もあった（三谷、同前）。
（詔）以上、「郵便報知」六月十日。
（弘）以上、『郵便報知』六月十二日。
（妬）「東京曙』五月三日。
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